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本日の委員会に付した案件 
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○委員長（河野龍二委員） 

皆さんおはようございます。定足数に達しておりますので、本日の総務文教常任委員

会を開会します。昨日に引き続き、本会議におきまして本常任委員会に付託を受けまし

た議案第６３号令和元年度長与町一般会計補正予算（第２号）の件を議題とします。 

本日は昨日に引き続き健康保険部所管の審査を行います。提案理由の説明を求めます。 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

おはようございます。今日もよろしくお願いいたします。それでは事項別明細書に沿

って説明させていただきます。初めに歳入につきまして説明書の８、９ページをお開き

ください。１７款１項２目後期高齢者医療特別会計繰入金３万６,０００円は、平成３

０年度後期高齢者医療特別会計の決算額が確定したことによる繰り入れです。 

次に歳出につきまして１４、１５ページをお開きください。３款１項３目国民年金事

務取扱費１３万円は、平成３０年度年金生活者支援給付金支給準備市町村事務取扱交付

金返還金です。同じく３款３項３目後期高齢者医療費４万４,０００円は、平成３０年

度高齢者医療制度円滑運営事業費補助金返還金です。 

以上が健康保険課所管分になります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（河野龍二委員） 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

以上をもちまして、健康保険部所管の補正予算の審査を終了いたします。 

お疲れ様でした。しばらく休憩いたします。 

（暫時休憩） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。令和元年度第３回定例会本会議におきまして、

本常任委員会に付託を受けました議案第６９号平成３０年度長与町一般会計歳入歳出決

算の認定についての件を議題とします。まずは健康保険部所管の決算の審査を行います。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

それでは引き続き健康保険課所管につきまして、決算書の歳入歳出決算事項別明細書

により説明させていただきます。課の歳入済み合計額は２億３,６１１万９,１０５円、

支出済み合計額は９億１,６５１万５,６６１円となります。 

それでは歳入歳出ともに事項別明細書に沿って御説明いたします。まず歳入から説明

いたします。２０、２１ページをお開きください。１１款１項１目３節老人福祉費負担

金、後期高齢者医療広域連合派遣職員給与負担金につきましては当町より長崎県後期高

齢者医療広域連合に１名派遣しております職員の給与及び共済組合等の経費となります。



次に２４、２５ページをお開きください。１３款１項１目１節社会福祉費負担金のうち

国民健康保険基盤安定負担金３,６７３万６,３０８円が当課所管分で、これは国保財政

の安定化を図るために交付され、国民健康保険特別会計へ県負担分と町負担分を上乗せ

して繰り出すものです。前年度比１.３％、４６万６,８１９円減額しております。次に

２６、２７ページをお開きください。１３款２項２目３節老人福祉費補助金９７０万２,

０００円のうち６１０万３,０００円が老人保健事業推進費等補助金（原爆分）で、後

期高齢者の保険給付費に対する町の負担金のうち被爆者に係る分への補助金として交付

されています。高齢者医療制度円滑運営事業費補助金６８万円は後期高齢者医療保険料

の軽減特例見直しに係る対応費用への補助金です。１３款２項３目１節保健衛生費補助

金の疾病予防対策事業費等補助金２６万８,０００円はがん検診受診促進を図るための

補助金です。主に人件費や郵便料に対して２分の１補助されています。次に２８、２９

ページをお開きください。１３款３項２目１節社会福祉費委託金８１７万５,６０６円

は国民年金に係る事務費委託金になります。１４款１項１目１節社会福祉費負担金のう

ち国民健康保険基盤安定負担金１億１,０９５万１,５５９円は、国庫負担金と同様に国

保財政の安定化を図るために交付され、町の負担分を加えて国民健康保険特別会計へ繰

り出すものです。前年度比１.６％、１７９万２,２４６円減額となっております。同じ

節で後期高齢者医療保険基盤安定負担金５,４５９万９２６円は、前年度比１.８％、９

５万７,３２０円増額で、２割、５割、８.５割、９割の軽減措置による減収等に対する

県の負担金として交付され、町の負担分を加えて後期高齢者医療保険特別会計へ繰り出

しするものです。次に３０、３１ページをお開きください。１４款２項３目１節保健衛

生費補助金のうち１６５万７,０００円は健康相談、健康教育等の健康増進事業に対す

る補助金です。昨年度とほぼ同額が交付されております。下段の長崎県フッ化物洗口推

進事業費補助金１３万１,０００円は、フッ化物洗口事業を行った保育所８か所、幼稚

園２か所、こども園１か所、小学校５か所の実績に対する県の補助金です。次に３８、

３９ページをお開きください。１７款１項２目１節後期高齢者医療特別会計繰入金３万

５,０００円ですが、平成２９年度後期高齢者医療特別会計において歳出歳入差引残高

が１６１万４,０００円となっており、平成３０年４月、５月に入った平成２９年度分

の後期高齢者医療保険料を差し引いた額となっております。 

次に４０、４１ページをお開きください。１９款４項１目１節後期高齢者医療受託事

業収入の後期高齢者医療健康診査受託費９４１万５,９３４円は後期高齢者医療広域連

合から委託を受け健康診査を実施したものです。前年度比７.３％、６３万７,５４２円

増額しております。次に４２、４３ページをお開きください。１９款５項１目１節雑入、

下から１７番目の後期高齢者医療制度特別対策補助金９０万９,６１７円のうち健康保

険課分は４３万１,７１７円で、後期高齢者医療広域連合から健康ポイント事業への補

助金になります。さらに５段下になりますが、在宅当番医制事業運営費負担金１８２万

６,０００円は、人口割による西海市、時津町からの負担金になります。長与町分と合



わせて西彼杵医師会に支出しております。さらに５段下になりますが、臨地実習受入謝

金１６万６,２８０円のうち１２万２,２８０円が健康保険課分で、県立大学、活水女子

大学、歯科衛生士専門学校の学生実習を受け入れた際の謝礼です。さらに４つ下になり

ます保健事業参加者負担金８万７,５００円のうち１万８００円が健康保険課分で、夏

休みこども料理等の食育事業の際の参加料になります。次に４４、４５ページをお開き

ください。上から１２番目の後期高齢者医療保険料収納対策補助金１９万１,０００円

は後期高齢者医療保険料の訪問徴収業務等に対する補助金です。 

次に歳出の主なものを説明いたします。８６、８７ページをお開きください。３款１

項３目国民年金事務取扱費ですが２節から４節の人件費は職員２名分になります。次に

８８、８９ページをお開きください。３款１項５目国民健康保険費２節から４節は職員

９名分の人件費となります。次に９０、９１ページをお開きください。同じく７節１１

５万５,７６７円は育児休業等代替職員の賃金になります。同じく２８節繰出金、国民

健康保険特別会計繰出金２億３,４５２万９,６１２円は、歳入で説明いたしました保険

基盤安定負担金を含め、国保事業運営に当たって一般会計が負担する金額及び国保財政

の負担軽減を図るための金額であり、繰り出し基準に基づくものです。次に１００、１

０１ページをお開きください。３款３項３目１３節委託料、後期高齢者健康診査委託料

９０７万９,４８０円は後期高齢者を対象とした検診事業で、西彼杵医師会、長崎県保

健事業団に委託しており、平成３０年度は１,１１７人が受診しております。受診人数

は平成２９年度より１８人減少しておりますが、集団健診、個別健診ともに委託料を改

定したため、委託料が４０万２,７２０円増額しております。次に１０２、１０３ペー

ジをお開きください。同じく１９節後期高齢者医療療養給付費負担金３億７,６９６万

２,５２１円は後期高齢者医療給付費に支出した費用の一部を町が負担するものです。

同じく後期高齢者葬祭費３万円は平成２９年度中に亡くなられた方への葬祭料です。同

じく２８節繰出金、長与町後期高齢者医療特別会計繰出金９,５２１万１８８円は、事

務費及び保険基盤安定負担金として後期高齢者医療特別会計に繰り出しております。 

４款１項１目保健衛生総務費は、健康増進係の職員の人件費及び健康センター管理費

や保健対策関連の支出です。また、平成３０年度からスタートした健康ポイント事業の

費用もここに含まれております。１節報酬の保健対策推進協議会は１回開催しておりま

す。同じく２節から４節までは健康保険課職員６人分の人件費です。７節賃金１５３万

６,３７９円は、健康センターのパートと健康ポイント事業のパートの合計金額になり

ます。８節報償費１２０万３,３００円の内訳は、健康まつりでの医師等謝礼が２０万

６,８４０円、小学校での歯科教育時の歯科衛生士への謝礼が８万８,１４５円、健康セ

ミナー講師謝礼が４万７,１６０円、健康ポイント事業の保健師、栄養士等の謝礼が７

万６,５５５円、インセンティブ代が７８万４,６００円になります。１１節需用費２４

０万２７１円のうち健康ポイント事業に係るものは、歩数計、感熱紙ロール、会員カー

ドなどの消耗品が１２１万３,２０５円、食糧費１万８,８３２円、ウォーキングマップ



作成費の印刷製本費が２９万２,６８０円、合計１５２万４,７１７円が健康ポイント事

業分になります。そのほかの需用費として、健康まつりの試食材料費や食糧費、小学校

での歯科教育時の歯ブラシ購入等を行っております。次に１０４、１０５ページをお開

きください。１３節委託料４３９万５,９９６円のうち在宅当番医制事業運営委託料３

１５万円は、西海市８７万５,０００円、時津町９５万１,０００円を合わせて、西彼杵

医師会に委託しております。健康ポイント事業分は、システム保守委託料６万４,８０

０円、ウォーキングマップデザイン料１９万４,４００円の合計２５万９,２００円にな

ります。１８節備品購入費５０万２,２００円は、健康ポイント事業分で電話機２台、

１万８,０３６円。ノートパソコン２台、１９万４,９４０円。体組成計２台、２５万１,

４２４円。プリンター１台、３万７,８００円の合計額になります。１９節負担金、補

助及び交付金で、病院群輪番制病院負担金は長崎医療圏の二次救急医療体制に係る運営

費と施設整備費を含んでおります。４款１項２目感染症予防費は予防接種及び結核検診

に関連する支出です。７節賃金８万５,０９１円のうち２万８,３６５円が健康保険課分

です。９節旅費１万６,１１０円のうち１万３,６１０円が健康保険課分です。１１節需

用費３９万７,８３１円のうち１２万５,３６７円が健康保険課分で、高齢者インフルエ

ンザ予診表やガイドラインの購入等に支出しています。１３節委託料１億２,４９７万

６,５４３円のうち健康保険課分は予防接種委託料が１,９９０万７,６８２円で、高齢

者肺炎球菌及び高齢者インフルエンザの予防接種に関する経費で、西彼杵医師会、県医

師会、国保連合会等に委託しています。結核検診委託料が３７２万３,６２０円で合計

金額２,３６３万１,３０２円になります。次に１０６、１０７ページをお開きください。 

４款１項４目健康増進費１節フッ化物洗口推進協議会報酬ですが、３０年度は協議会

を開催しておりませんので支出はありませんでした。７節賃金６万３,７１８円は集団

健診の結果説明会時のパート賃金とがん検診推進事業のためのパート賃金です。８節報

償費２５万８,４１０円は健康教育、健康相談時の保健師、管理栄養士等の報償費です。

１２節役務費６０万８,１４９円は、昨年度より２９万８,６２３円増額しております。

要因として、平成２８年度から２５歳、３５歳の女性に個別勧奨を行っていましたが、

平成３０年度からは２０歳、３０歳にも個別勧奨を行いました。また、乳がん、子宮が

ん検診対象者で節目の４０歳、４５歳、５０歳、５５歳で未受診の方には再勧奨の個別

通知を送っております。そのほか、メディアを活用して５１歳から５４歳、５６歳から

６０歳のうち、平成２５年度から３０年度の乳がん検診未受診者を対象に個別勧奨を行

っているためです。次に１０８、１０９ページをお開きください。１３節委託料４,６

２６万２,７２６円は、平成２９年度より２９％、１,０３３万６,９５８円増額してお

ります。主な要因として、平成２９年度から乳がん、子宮がん健診を２年に１回にした

ことにより平成３０年度は受診人数が増加しています。また、胃カメラ検診を導入しま

したので、その分も増加しております。２３節償還金、利子及び割引料は平成２９年度

の健康増進事業費補助金県費返還金です。 



続きまして、主要な施策の成果に関する報告書ですが、健康保険課関係分は５２、５

３ページをお開きください。５２ページ国民健康保険特別会計繰出金は、一般会計から

国保特別会計へ繰り出す国の基準による経費で、事業概要、決算額及び財源内訳、事業

実績を記載しております。なお実績のうち、その他につきましては乳幼児の福祉医療が

現物給付されることで、国の療養給付費負担金と調整交付金が減額されておりますので、

一般会計からその減額分を補填してもらっております。次に５３ページをお開きくださ

い。後期高齢者医療事業は、高齢者の皆さんが安心して医療を受けられるよう国民全体

で支え合う制度で、後期高齢者を対象とした健康診査や後期高齢者医療広域連合に対す

る医療給付の負担金、一般会計から後期高齢者医療特別会計へ繰り出す経費等で、事業

の概要、決算額及び財源内訳、事業実績を記載しております。次に５４ページをお開き

ください。病院群輪番制運営負担金は、長崎医療圏の二次救急医療体制を維持するため

に、長崎市、時津町、長与町、西海市で病院群輪番制病院の運営に必要な運営費と施設

整備費を各自治体の人口で按分し分担するものです。事業の概要、決算額及び財源内訳、

事業実績を記載しております。次に５５ページをお開きください。ポイント事業は、歩

く、健診を受ける、体組成測定会に参加するなど、健康づくり活動を行い、ポイントを

獲得し、貯まったポイントを地域商品券等と交換し、楽しみながら健康づくり活動を行

うものです。事業の概要、決算額及び財源内訳、事業実績を記載しております。 

以上が健康保険課の主なものでございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（河野龍二委員） 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。これから質疑を行います。 

まずは歳入の方から、２０、２１ページの１１款１項１目民生費負担金のうち後期高

齢者医療広域連合派遣職員の負担金が健康保険課所管となっております。あれば手を挙

げてお願いします。次が２４、２５ページですね。１３款１項１目国民健康保険基盤安

定負担金の国庫支出金ですね。戻っても構いませんので、次が２６、２７ページ、１３

款２項２目老人福祉費補助金、老人保健事業推進費等補助金、高齢者医療制度円滑事業

費補助金。あと、続いてまして３目疾病予防対策事業費等補助金。ありませんか。 

西岡委員。 

○委員（西岡克之委員） 

この原爆分、２７ページの老人保健事業推進費等補助金。これは、県、国、どこから

の補助金。補助率というか、それを教えていただければ。 

○委員長（河野龍二委員） 

松田係長。 

○係長（松田祐貴君） 



老人保健事業推進費等補助金については国の補助金になります。この金額については、

国の方で各市町村の上限額を決めますので、その上限額ちょうどまで補助金がもらえる

というものになります。 

○委員長（河野龍二委員） 

西岡委員。 

○委員（西岡克之委員） 

全額国庫補助と理解してよろしいですか。 

○委員長（河野龍二委員） 

松田係長。 

○係長（松田祐貴君） 

はい、全額国庫補助になります。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかにありませんか。戻っても構いません。２８、２９ページ、１３款３項２目民生

費委託金のうち国民年金事務委託金が健康保険課所管になってます。あと、このページ

では１４款１項１目国民健康保険基盤安定負担金、後期高齢者医療保険基盤安定負担金、

この２点が健康保険課所管となっております。ありませんかね。続きまして３０、３１

ページ。１４款２項３目１節保健衛生費補助金の健康増進事業費補助金、長崎県フッ化

物洗口推進事業補助金、これも健康保険課所管となっております。ありませんか。 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

初めてなので、ちょっとお伺いしたいんですけど、２８、２９ページの国民健康保険

基盤安定負担金で前年度より１.６％減という説明を受けたと思うんですけども、まず、

その健康保険基盤安定負担金という内容について、説明いただければと思うんですが。 

○委員長（河野龍二委員） 

松田係長。 

○係長（松田祐貴君） 

保険基盤安定負担金の内容ですけれども、国民健康保険と後期高齢者医療の保険税、

保険料については、所得が低い方に対して軽減措置というのがありまして、軽減措置の

対象になった場合に、保険料収入が国保や後期高齢者医療の方で収入が減るということ

になりますので、その軽減された金額等については国や県や町の一般会計の方で補填を

するという仕組みになっております。 

○委員長（河野龍二委員） 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

もう１回勉強してみますけども、１.６％減という理由は、どういう理由でしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 



松田係長。 

○係長（松田祐貴君） 

保険税の軽減等に対する補填と申し上げましたけれども、国保においては被保険者数

が年々減少しておりますので、保険料の総額についても減っておりまして、したがって

軽減の額についても減っておりますので、補填する金額というのが減りましたので、こ

の国県等の支出金も減ったということになります。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかにありませんか。戻っても構いませんのでページ数を追っていきたいと思います。

次が３８、３９ページ、１７款１項２目後期高齢者医療特別会計繰入金が健康保険課。

次が４０ページ、１９款４項１目ですね。後期高齢者検診受託費。雑入のところでは次

のページ、後期高齢者医療制度特別対策補助金の４３万１,２１７円でしたかね。この

金額が健康保険課。で、在宅当番制事業運営負担金ですね。それから５つ下がって臨地

実習受入謝金。３つ下がりまして保険事業参加者負担金。さらに次のページにいきます

と後期高齢者医療保険料収納対策補助金。歳入のところでは以上となっております。 

戻っても構いませんので歳出にいきます。先程少し説明がありました主要な成果の報

告書に関わるところがありますので、そちらの方でも構いませんので質疑があれば遠慮

なくお願いします。歳出では８６ページ、３款１項３目国民年金事務取扱費、職員２名

分、ここが健康保険課になりますね。３目全てですね。４目は除いて、５目が国民健康

保険費、ここが対象となっております。説明がありましたが、説明以外にも健康保険課

の対象となっておりますので。国民年金保険特別会計繰出金もですね。よろしいですか。 

西岡委員。 

○委員（西岡克之委員） 

４３ページ、在宅当番医制事業運営負担金、これもう大体、決まってるんですよね。

予算とほぼぴったりなので。前後がないのかなあと思ってですね。どこの町もほぼ決ま

った予算で入れてるっていうか、ですかね。ちょっとそこのところをお尋ねいたします。 

○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

在宅当番医に関しましては、西彼杵医師会と委託契約を結んで３１５万円で金額を決

定しております。それを１市２町の人口で割っていきますので、毎年そう大きな増減も

ないですし、ぴったりの額で収入になって支出になるっていう形です。うちが事務局に

なりますので、長与町に西海市分、そして時津町分が入って、それから長与町分を合わ

せて支出するという流れになります。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。よろしいですか。 

内村委員。 



○委員（内村博法委員） 

４１ページで受託事業収入ですね、後期高齢者医療健康診査受託費。これが７％ぐら

いアップしてるということでお聞きしたんですけれども、これは後期高齢者の数が増え

たんですかね。前年度と比べて。もし増えたら、後期高齢者の対象人数がどのぐらいか

教えていただければと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

松田係長。 

○係長（松田祐貴君） 

後期高齢者医療被保険者の数ですけれども、平成２９年度末が４,８６６人、平成３

０年度末が５,０１５人ということで１４９名増えております。したがって健康診査の

対象の数も増えております。 

○委員長（河野龍二委員） 

内村委員。 

○委員（内村博法委員） 

この受診率は大体どの程度で計算されてるんですかね。 

○委員長（河野龍二委員） 

松田係長。 

○係長（松田祐貴君） 

後期高齢者医療広域連合が出している受診率の実績は２４.３％となっております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。全然戻っても構いませんので、一応、ページを追ってい

きたいと思います。今、９０、９１までいきました。次が１００、後期高齢者健康診査

委託料ですね。次のページの療養給付費負担金、葬祭費と繰出金が健康保険課所管とな

っております。あと１０２、１０３ページの４款１項１目、ここは全て健康保険課にな

るんですかね。１９節負担金までですね。ありませんか。全然ページが戻っても構いま

せんので。次が１０４ページの１９節行きましたので、その先、感染症予防費ですね。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

１０５ページの、先程、西岡委員からありました在宅当番医制事業運営委託料という

ところで、ちょっと運営について聞きたいんですが、以前から休日医療かなんかで、確

か休日に開けるとかで対応されてるんですよね。それで聞きますと西海市と時津町と長

与町ということで、長崎市の病院を利用される方もおられると思うんですが、そこら辺

の負担は何にも要らないのかですね。どちらかと言うと西海市の病院よりも長崎市の方

が圧倒的に長与町民からすれば利用度が高いのかなというふうな感じがしておりまして。

長崎市も休日に開けている所はあると思うんですよね。だから、そういう所に通われる

方もおられるんだろうなと思いながら。そこら辺の負担というのは発生していないのか



どうかお聞きします。 

○委員長（河野龍二委員） 

木澤補佐。 

○課長補佐（木澤奈津代君） 

長崎市の病院への時間外診療などについては、同じ４款１項１目１９節の負担金のと

ころに病院群輪番制病院負担金というのがありまして、こちらが二次医療圏ということ

で長崎市、時津と長与と西海市の一部の市町が分担して病院の負担金を出して実施して

いますので、この中に長崎市の医療機関に受診される救急医療の分は含まれております。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

この病院群輪番制病院負担金は目的が、先程の主要な施策の報告書を見ますと、入院

を必要とする重症の患者に対する病院体制の維持ということで、ちょっと違うのかなと

思ったもんですから、それぞれ分けて対応されて、もし一緒にできるのであれば、当番

医もですね、長崎市と組まれたほうが良いんじゃないかなと思って聞いてるんですよ。 

○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

浦川委員が言われるように、一次医療、二次医療、三次医療というのがあって、一次

医療が西彼杵医師会に委託してる部分で日曜日の昼間になります。ただし、長崎市の当

番医に行っても全然構いません。日曜日の昼間、開いている所に行かれても構いません。

そこに関しては長崎市の方に委託、協力金みたいなものを払ってるという事実はないん

ですけども、そこは長与町民が選んで行くということになります。二次医療圏というの

が救急ということになって、一次医療圏は大体６時に閉院しますよね。その以降をカバ

ーする部分と救急の部分をカバーするというものになります。二次医療圏の病院も、や

っぱり大きい病院にお願いをしてまして、そこが順番で４日に一度当番で回していると

いう状況になります。以上です。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

単純になんですが、一次医療と言いますか、その在宅当番医の中で、今のこの組み方

が西海市、時津町、長与町で組まれていて、現実的には西海市に行くより、長与町民と

すればですね、西海市の病院に掛かるということは、ほとんどないと思うんですよ。そ

ういう中で長崎市に掛かる確率の方が高いと言いますか、実際にはそういう状況だと思

うんですよね。だからそういう中で西海市と別に組まなくても長崎市と組まれたらどう

ですかって、そういう可能性はないんですかっていうことをお聞きしてるんですが。 



○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

言われることもよく分かります。ただし、この医療圏っていうのは保健所単位で組ん

でいきますので、そういうところでですね。西海市はそういうことになります。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

この健康ポイント事業について伺いたいんですが。４款１項１目の健康ポイント関連

で、主要な施策の報告書の５５ページの方に内容がありますけれども、この財源内訳の

その他っていうのは、どういうものになるんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

その他は、後期高齢者医療制度特別対策補助金４３万１,７１７円、ふるさとづくり

基金繰入金２６万５,０００円の合計になります。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。では歳出の１０５ページまで行っておりますので１０６

から１０７。１０８、１０９の２３節、ここまでが健康保険課の所管となっております。

質疑はありませんか。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

この健康ポイント制度、２９年から事業をされてると思うんですよ。やっぱりこうい

う新しい事業とか珍しい事業というのは、まず住民が関心もって飛びつくような傾向に

あると思うんですが、その後、そういう方たちそれぞれに万歩計を渡しておられると思

うんですが、中には飽きられる方もおられると思うんですけども、自分はもうやっぱり

いいとか言って返還されるとか、そういう方たちはいらっしゃらないんですか。 

○委員長（河野龍二委員） 

木澤補佐。 

○課長補佐（木澤奈津代君） 

平成３０年度の参加者８００名のうち、年度末までに退会届出を出した方が２１名い

らっしゃいました。内訳としては、やってみたけどもやっぱりちょっと自分に合わなか

ったとか、やっぱりちょっと歩数計を持って歩かなきゃというのが負担になったので辞

めたいという方もいらっしゃいましたけども、あと、転出するので泣く泣く辞めていか

れたという方もいらっしゃいました。今時点も歩数計は持ってはいるけれども、あんま



り測定会に来られない方という方も大体半分ぐらいはいらっしゃるんですけども、一応

最低でも、最初と最後は来てくださいということで、お伝えをして、またいろいろ事業

などがあるときは、個別で通知をしたりとかすることで呼び掛けを行っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

やっぱりおられるということですが、その返還されたものについては、新たに何か募

集を掛けて、配布するとかっていう対策なんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

木澤補佐。 

○課長補佐（木澤奈津代君） 

今のところは年度途中で追加募集する形にしておりませんで、去年８００名、そして

今年７００名追加で募集ということで、またちょっと７００名の方は定員に達しており

ませんので、まだ今最終の募集をしております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

内村委員。 

○委員（内村博法委員） 

１０９ページ一番上段のところで健康診査委託料。これ２９％アップしてると。一応

アップの内容はお聞きしたんですけれども、国民健康保険に加入されている人は何名で、

以前これ予算のときにされたと思いますけれども、国民健康保険に加入された人のうち

受診率、何割ぐらい受診されていたか。それと胃カメラを受けられた方は何名おられる

か、お聞きしたいと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

７月２５日に作成した平成３０年度の受診の状況なんですけども、特定健診対象者数

が６,０４３人で、うち受診者が２,９３３名、パーセントにすると４８.５％、これが

今最新になっております。ただし、これは暫定で、法定報告は秋になりますので、その

ときに確定できるかと思います。胃カメラの方ですけども、７０歳未満と７０歳以上で

定員を少し変えております。全体が４００名なんですけども、７０歳未満を一応３００

名、７０歳以上１００名というふうに定員をさせてもらっております。そして胃カメラ

を受診された方が、すいません、実績については後程御報告させていただきます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

八木委員。 



○委員（八木亮三委員）    

１０６、１０７ページの４款１項４目健康増進費１節の９万９,０００円が、確か先

程フッ化物洗口関係の事業が行われなかったっていうことですけれども、もう一度その

事業の内容と一応行う予定であったので予算が組まれてると思うんですが、その無かっ

た理由というのはありますでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

このフッ化物洗口事業は県が音頭をとって事業を実施してるんですけども、県の方は

一応中学生まで対象を広げることを目標にしております。ですから長与町もその目標に

向かってということで考えております。教育委員会とのこれは連携になってきますが、

中学生を対象に実施するに当たって協議会というのを持って、そしてその中でどういう

実施方法をするかとか、いつから始めるかとか、そういうのを協議会の中で話していく

ことになるんですけども、今年度中学生にはちょっと拡大することができませんで、そ

のために協議会を開いてないという状態です。今年度は協議会を開く前の健康保険課と

教育委員会との連携、話し合いというところを今取り組んでるという状況になります。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかにありませんか。 

質疑をしたいので委員長を交代します。 

○委員（金子恵委員） 

質疑はありませんか。 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

幾つか不用額のところで確認をさせていただきたいと思います。まず１０１ページの

後期高齢者健康診査委託料が、２１９万不用額が出ているようです。あと１０３ページ

の１款１項１目８節報償費の中で健康保険課に関わる部分があるのかどうかも含めて、

不用額が出ておりますので、１７０万ぐらいですね。そこがどういう状況なのか。あと

１０５ページの１２節役務費、ここはほとんど健康保険課だと思いますけども１５９万

１,０００円不用額が出ております。それと感染予防費ですね、２目１３節委託料１,７

００万。ここも健康保険課とどこか課がダブるところがあるのか分かりませんけども、

健康保険課の不用額としてはどれくらいなのかですね。以上、お尋ねしたいと思います。 

○委員（金子恵委員） 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○委員（金子恵委員） 

休憩を閉じて委員会に戻します。 



場内の時計で１０時５０分まで休憩いたします。 

（休憩 １０時３８分～１０時５０分） 

○委員（金子恵委員） 

休憩を閉じて委員会に戻します。では、答弁のほうからお願いしたいと思います。 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

３款３項３目後期高齢者医療の１３節委託料の不用額なんですけども、最初の予算を

組むときに、一応人数を１,３００人というふうに設定して予算を組んでおりましたが、

受診者数が１,１７７名ということで予定してた人数よりも少なくなっております。そ

の部分が２００万ほどありまして、それが不用額に繋がっております。次に４款１項１

目１３節、健康管理システムというのを入れてます。健康保険課とこども政策課とです

ね。職員の人数からしたら、そのライセンスの数が少なかったっていうのがあって少し

不都合が出ておりました。それを解消するために予算を計上していたんですが、何とか

今の台数でも工夫をしながらいけば大丈夫ということで、予算の執行をちょっと見合わ

せたという状況になります。次に４款１項１目８節報償費になるんですけども、これは

ポイント事業のインセンティブに関する部分が不用額として上がっております。最初予

算を上げるときに参加者の８割が商品券等のインセンティブを獲得するだろうというふ

うに設定をしておりましたが、実際には５割ぐらいの支出ということになりまして、残

りの３割の部分が不用額として発生をしております。次に４款１項２目１３節、予防接

種の委託料になるんですけども、３０年度の実績が、インフルエンザが合計５,４７８

名の方が受けられてます。肺炎球菌につきましては１,２３５名の方が受けられて、健

康保険課分の予定した予算の大体９５.６％支出をしておりますので、そんなに健康保

険課分の不用額はないと考えております。以上です。 

○委員（金子恵委員） 

１０５ページの一番上段の在宅当番医制事業運営委託料の１５９万１,００４円の不

用額の分も質問しておりましたけど、そこはどうですか。 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

その部分が、先程説明しましたライセンスの部分になります。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

そしたらちょっと確認ですけど、１０３ページの報償費のところでのインセンティブ

の利用が８割から５割だったということで、これについてはどう見ていいんですかね。

成果が思ったより上がらなかったというふうな形になるんでしょうかね。８割の利用を

目的としてたけども、５割にとどまったという部分では。ライセンスのところがちょっ



と前後したんで、よく分からなかったんですけども、システムのライセンスが必要だっ

たので予算を組んでたけども、今あるパソコンの台数で間に合うという形で執行をしな

かったと。もう一度確認をさせていただきたい。もう１つ、感染予防費の１３節委託料

については、健康保険課としての不用額というのはそうないと、９５.６％が大体予算

執行されてるという形で、ちょっとそこを確認させていただきたいと思います。 

○委員（金子恵委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

まず健康ポイントのインセンティブの部分ですけども、正式に募集したのが４月から

開始して５月募集を掛けておりました。翌年の２月が締め月になって結局月数が１年に

はならない状態で、そこが短かったんですね。でも予算的には１年という考えでおりま

したので８割は獲得されるんじゃないかっていうふうに最初設定しておりました。そこ

がちょっと違ったところだったですね。今現在はもう、ちゃんと１年間参加できるよう

な仕組みになっております。そして次のライセンスの部分ですけども、オラクルという

システム、会社名になるんですけども、そこが開発した健康管理システムを今現在使っ

ております。これのバージョンアップ、それと職員の人数に対して健康管理システムを

使えるパソコンの台数が少なくて、誰かがいないときに使う形になっておりまして、常

時みんなが１台１台持ってないです。今の状況がですね。ただし保健師、栄養士の仕事

って結構外に出ることが多いっていうのが現状としてあります。検診に出たり、健康教

育に出たりとか、そうするとやはりいない所があって、そこを使うような形を今やって

るんですね。ですから、そんなに重複はしてないけども、ゼロではないっていうところ

で、やっぱりちょっと不都合が時々あるよねっていうところで予算計上しましたけども、

もう少し、現状で行けるんじゃないかというふうに判断しまして、台数とかバージョン

アップを掛けていないっていう状況です。予防接種の方は先程お話ししましたとおり、

健康保険課分はほとんど残金は無いというふうに考えております。 

○委員（金子恵委員） 

委員長を交代します。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。歳入歳出全般、主要な成果の報告書含めてありませんか。 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

８９ページなんですけど、時間外勤務手当が４２４万９,０００円となってるんです

けども、ほかの部署に比べて結構、割合的に多いみたいなんですけども、職員は９名だ

ったですよね。９名分の時間外勤務手当がこれだけということなんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 



○健康保険課長（志田純子君） 

西田委員が言われるとおり、国保の方が９名ということになります。 

○委員長（河野龍二委員） 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

それでは、その９名の方たちの時間外勤務手当という認識でよろしいんですか。 

○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

はい、そういう認識で結構です。 

○委員長（河野龍二委員） 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

平均の残業時間とかいうのが分かれば、分からなければいいですけども。 

○委員長（河野龍二委員） 

志田課長。 

○健康保険課長（志田純子君） 

１人平均すると１年間の平均が２７５時間になります。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかにありませんか。質疑ありませんか。質疑なしと認めます。 

先程の内村委員の質疑に対する答弁ですね。お願いします。 

木澤補佐。 

○課長補佐（木澤奈津代君） 

先程、御質問がありました胃カメラ検診の受診率なんですが、３０年度は４００名当

選に対して通知を行ったところ、受診されたのが３４２名でした。 

○委員長（河野龍二委員） 

では、以上で健康保険部健康保険課所管の質疑を終わります。お疲れさまでした。 

場内の時計で１１時１５分まで休憩します。 

（休憩 １１時０４分～１１時１２分） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。ただいま議案となっています議案第６９号平

成３０年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定の件を引き続き議題として、総務課所管

の提案理由の説明を求めます。 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

皆様こんにちは。ただいまより総務課及び選挙管理委員会所管に係る内容につきまし



て御説明いたします。初めに歳入の方から御説明いたしますが、事項別明細書の３２、

３３ページをお願いいたします。１４款県支出金３項委託金１目総務費委託金１節総務

管理費委託金のうち、総務課の所管分は人権啓発活動地方委託事業委託金４３万２,０

００円でございます。これは総務課の人権の花の運動及び生涯学習課で行っております

人権作文標語集等に係る経費に充当をしているものでございます。続きまして４節選挙

費委託金でございますが、こちらは全て選挙管理委員会の所管となります。平成３１年

４月７日に執行されました長崎県議会議員一般選挙に係る事務委託金３８４万４,６８

０円は、平成３０年度中に支出をした経費相当額の受け入れでございます。このほか在

外選挙人名簿登録事務委託金も選挙管理委員会の所管でございます。続きまして４２、

４３ページをお願いいたします。１９款諸収入５項雑入１目雑入１節雑入でございます。

下から１５行目にございます研修助成金収入。これは平成３０年度中に実施しておりま

す研修に対する長崎県市町村振興協議会からの一部補填でございます。また一番下の行

の公文書開示費用負担金。以上が総務課の所管分でございます。歳入は以上となります。 

続きまして５０、５１ページの方をお願いいたします。２款総務費１項総務管理費１

目一般管理費１節報酬、上から、総務課の所管でございますが、行政改革推進委員会委

員報酬、委員４名分の報酬。表彰審議専門委員会委員報酬、委員６名分の報酬。行政不

服審査会委員報酬、委員４名分の報酬。いずれも委員会の開催回数は１回でございます。

執行は前年度と同額の執行となっております。続きまして２節から４節までの人件費に

つきましては、総務課、秘書広報課、契約管財課、このほか町長、副町長に係る支出で

ございます。２節から４節までの合計額は２億６,３１６万９,９０２円で、前年度比約

１,１６０万円の増額となっております。主な増の理由といたしましては、職員１名の

増、それから期末勤勉手当等の支給割合の変更、こういったものに伴う増でございます。

ちなみに、給料は前年度比約６６０万円の増額、職員手当は前年度比約６００万円の増

となっております。続きまして８節報償費、こちらは全額が総務課の所管となります。

自治功労者表彰費は、在職２５年以上の職員４名、在職３０年以上の退職職員４名、そ

れと文化祭表彰時の記念品分を支出しております。このほか、産業医報償費、顧問弁護

士報償費、それから次のページの一番上になります平和事業謝礼、前年度と同額の執行

でございます。続きまして５２、５３ページでございます。９節旅費のうち総務課所管

分は、普通旅費のうち６万４,５３０円、研修旅費の全額、費用弁償のうち１万６,５０

０円でございます。前年度比で約２７万円の減。減の主な要因は研修旅費２８万円の減

額でございます。１１節需用費の内の総務課の所管分は、消耗品費のうち４２１万５,

１９５円、食糧費のうち９万２,０００円、印刷製本費のうち６万４８０円、合計４３

６万７,６７５円で前年度比約１０５万円の減額となっております。減額の要因といた

しましては、例規の整備件数の減に伴う追録代が約８７万円の減額となっています。続

いて１２節役務費のうち総務課の所管分は、郵便料及び総合賠償保険料の全額、それか

ら通信運搬費のうち４万４,７６４円でございます。前年度比で約１３３万円の減額。



主な要因は郵便料１２６万円の減額でございます。続いて１３節委託料、総務課の所管

分は、上から職員健康診断委託料、長崎県公平事務委託料、研修委託料、看板作成委託

料、職員採用試験事務委託料、郵便料金システム保守委託料、文書廃棄処理委託料で委

託料の合計は３６０万１,７９８円、前年度比で約２６６万円の減額となっております。

減額の主な要因は、２９年度中に支出がありました例規整備支援業務委託料２８０万８,

０００円の皆減によるものでございます。あと本年度新規事業の看板作成委託料でござ

いますが、こちら原爆投下時に救護所となりました長与国民学校高田分校跡地付近に銘

板を設置したものでございます。次に１４節使用料及び賃借料でございますが、総務課

所管分は自動車借上料のうち２万８,２４０円、有料道路使用料のうち８,０２０円、駐

車場使用料のうち１万４００円、このほか用具等借上料、職員採用試験会場施設使用料、

例規集検索システム使用料、郵便料金システムリース料、イベント用品レンタル料が総

務課所管分となっております。続きまして１９節負担金、補助及び交付金のうち総務課

所管分は、上から長崎県町村会負担金、長崎県派遣職員負担金、職員厚生費、長崎人権

擁護委員協議会負担金、発明協会長崎県支部事業費負担金、各種講習会負担金、長崎県

社会保険協会会費、日本非核宣言自治体協議会負担金、長崎県市町村行政振興協議会事

業負担金でございます。合計は７４７万４,０８４円で、前年度比約６１万円の増額。

主な要因といたしましては、長崎県派遣職員負担金の増額５０万円でございます。 

続きまして７０、７１ページをお願いいたします。２款総務費２項徴税費１目税務総

務費でございます。１節報酬、固定資産評価審査委員会委員報酬２万６,２００円でご

ざいます。こちらの委員会は１回開催しておりまして、委員３名分に係るものでござい

ます。次に９節旅費、研修旅費のうち２万４,５００円、費用弁償のうち２万９,０００

円。それから１１節需用費でございますが、消耗品費のうち４,０００円。以上が総務

課の所管分でございます。続きまし７６、７７ページをお願いいたします。２款総務費

４項選挙費は全て選挙管理委員会所管となります。１目選挙管理委員会費につきまして

は、選挙管理委員会が通常行う事務に関する経費で、委員の報酬、担当職員の人件費、

各種連合会の負担金などでございます。１節報酬は選挙管理委員４名分の年報酬でござ

いまして、年４回の定例会のほか、選挙執行に係る臨時会、その他会議などを開催して

おるところでございます。１３節委託料、選挙管理システム整備委託料３４３万４,４

００円。これは元号改正に対応するため、アクセスのバージョンを２０１０から２０１

６へバージョンアップする作業を委託したものでございます。次に２目選挙常時啓発費

につきましては、長与町明るい選挙推進協議会及び選挙啓発に係る経費、前年度とほぼ

同様の内容でございます。７６から７９ページにかけましての３目長崎県議会議員一般

選挙費につきましては、平成３１年４月７日に執行されました長崎県議会議員一般選挙

に要した経費でございます。内容は、期日前投票所に係る経費、入場券の郵送料、ポス

ター掲示場の製作設置管理委託などに係る経費でございまして、支出総額は歳入の選挙

事務委託金と同額でございます。次に７８、７９ページをお願いいたします。４目長与



町議会議員一般選挙費は、平成３１年４月２１日に執行されました長与町議会議員一般

選挙に要した経費でございます。この中の消耗品費におきましては、候補者の表示物、

啓発物資、啓発看板などに支出をしております。印刷製本費におきましては、入場券、

新聞折り込みチラシの印刷代を支出しているところでございます。以上が総務課及び選

挙管理委員会の所管分の説明となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（河野龍二委員） 

これから質疑を行います。それではまず歳入の３２、３３ページ、１４款３項１目人

権啓発活動地方委託事業委託金が総務課所管。選挙費委託金４節、４節は全部総務課で

すね。あればいつでも遠慮なく手を挙げてください。４２、４３、ここでは研修助成金

収入４５万７,６３１円、一番下の公文書開示費用負担金１,４６７円が総務課所管とな

っています。あとは歳出ですね、５０、５１ページの１節報酬ですね。ここが行政改革

推進委員会の委員報酬、表彰審議専門委員会の委員報酬、行政不服審査会委員報酬、こ

れが総務課所管。あと２節給料から８節報償費までは全部総務課所管。 

質疑はありませんか。ページ数を言ってもらいましょうかね。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

４３ページの公文書開示費用負担金というところで、金額はもう小さいんですけども、

件数が分かりましたら、どれくらい公文書の開示があっているのか。 

○委員長（河野龍二委員） 

関口係長。 

○係長（関口直人君） 

公文書開示費用負担金１,４６７円の内訳といたしましては、情報公開の開示請求が

１５件ございます。あと、個人情報の開示請求に伴うものが３件ございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

５１ページの一番下の顧問弁護士報償費４８万円。基準があって４８万なのか、それ

とも何か事件があって対応して４８万になったのか、そこら辺の内訳をお願いします。 

○委員長（河野龍二委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

これは年間の契約で、年間の確定額４８万円の中で顧問弁護士の方に通常長与町で起

こった業務をやっていただくという形で契約しております。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 



４８万円は、基本的に、例えば３０年度何もなくて４８万円、ほかに事件があって取

り組んだ場合はちょっと違ってくるのかなと思って聞いているんですよ。だから、どう

いう状況で４８万円になっているのかをちょっとお聞きをしたいんですが。 

○委員長（河野龍二委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

顧問弁護士ですね、通常行政が抱える中で、特に現場辺りですね、所管がいろんな問

題を抱えている場合がございます。そういったのを年間通して相談をして回答をいただ

く。この部分の経費ということで、何か訴訟があって弁護士として法廷に出ていただく

というのは別途費用が出るということでございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

それでは、次５３ページの看板作成委託料２４万９,４８０円。この看板が何だった

のかだけ、ちょっと教えていただきたいと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

この看板につきましては、平和事業の一環といたしまして、原爆投下時に救援列車が

長与まで来ていると。そんな中で国民学校高田分校という所に救護所として構えたんで

すね。それを、今跡地になってますんで実際に場所はないんですが、出来た公共施設の

方に、高田分校というのは、こういったことで当時使われておりましてというような状

況を謳ったものを設置をしているというものでございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

それは、どこに設置してあるんですかね。 

○委員長（河野龍二委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

高田越の九電の変電所がございますよね。あそこの下手の方が旧跡地と言われており

ます。変電所のちょうどすぐ下の４叉路の所ですね、ジョイフルサンがあって、真反対

側の左手にちょっと広くなった道路用地がありました。そちらの方に所管、土木管理課

と関係自治会で用地を選定して設置したところでございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 



○委員（浦川圭一委員） 

何か聞けば、いろいろ知らんことが出てくるんですが、それは、そもそもどこかから

依頼があったんですか、そういうのを作って設置をしてくださいっていうのが。その道

路敷に、私は邪魔になりはしないかと思って、今聞いて。そういう依頼も何もなしに町

の方がやられたのか、経緯をちょっとお願いします。 

○委員長（河野龍二委員） 

荒木課長。 

○総務課長（荒木秀一君） 

実際のところ依頼というのは正式にはあってなくて、平和事業の銘板を設置していく

中で数が少ないんですよね、長与町の場合。そういった中で設置すべき所というところ

で町の方で作ったと。あくまでも道路用地とは言いますけども極力邪魔にならない所で、

今回の分につきましては、町の方で考えて設置をしております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかにありませんか、今、５３ページまで進んでおります。５３ページは９節旅費の

一部、研修費は全額、費用弁償は一部ですね。需用費の消耗品、食糧費、印刷製本費の

一部ですね。郵送料は全額、あと通信運搬費が一部、総合賠償補償保険料が全額ですね。

等々ありますんで、質疑があれば。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

５０、５１ページの１番下の報償費の産業医報償費も総務課の所管かと思うんですが、

産業医っていうのは働いている方の相談に乗ったりされる役割かと思うんですが、例え

ば月に１回決まった日に役場に一日いるとか、運用の仕方と、その内容というか、産業

医の業務というか、ちょっともう少し詳しく教えていただいてよろしいでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

小川補佐。 

○課長補佐（小川貴弘君） 

産業医の職務内容につきましては、通常、メンタル不調になられたときに総務課サイ

ドに申し出がございます。申し出がありますと、まず私が状況を確認いたしまして産業

医の面談を促すと。場合によっては主治医の方に先に行っていただくこともあるんです

が、そういった臨時的な面談とともに、長時間労働者に対する面接相談というところで、

本町の場合が基準よりも低く設置をしておりまして、月４５時間以上、６か月平均でさ

れてる方。もしくは、ひと月でも７０時間超えた方、この方に対しましては勧奨する文

書を出しまして、これが必須ではございませんので、本人の希望に応じて面接を実施し

ております。あと職場巡視ですね。労働環境が適切に運用されてるかどうかというのを、

産業医と一緒に周りまして、改善事項等も指摘をいただいております。例えば照度に関

することに関しましては、１階のローカウンターの高さが低いというところで、照度が



幾分低かったものですから、その際、節電のために蛍光灯を１つ外しておりましたので、

そこを復元して照度を確保したというような事例もございます。あとは衛生委員会の方

に出席をいただきまして、私たちが健康診断の状況、ストレスチェックの状況を報告い

たしまして、意見を出していただくと。これを次年度の計画に繋げるというような形で、

様々な形で産業医の方には御貢献をいただいてます。 

○委員長（河野龍二委員） 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

今、産業医というのは、結構その、働き方改革とかとともに注目されてると思うんで

すけども、長与町ではずっと前からいらっしゃるんでしょうか。最近なんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

小川補佐。 

○課長補佐（小川貴弘君） 

時期に関しましては、ちょっと記憶をしておりませんが、基準といたしましては従業

員が５０人以上を超える場合は産業医を選任しなければいけないというふうに決められ

ておりますので、かなり前から選任していたんではないかと思っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

５３ページの委託料の関係で、研修委託料８４万５,０００円と職員採用試験事務委

託料。この内容について、お伺いしたいんですけど。 

○委員長（河野龍二委員） 

小川補佐。 

○課長補佐（小川貴弘君） 

研修委託料につきましては、本町の方に講師を招き、全庁的な形で、出向かずに気軽

に研修を受けていただけるようにということで計画をしている分になります。開催とし

ましては６回ほど実施をしております。内容につきましては、個人のスキルアップに特

化した、例えば接遇に関すること、あとは公文書の書き方研修、そういったところで効

率化に寄与するように実施をしてるところです。採用試験の事務委託料につきましては、

採用試験を実施するに当たって、問題集の借用及びその採点を業者に委託をしておりま

して、それに係る委託料としまして２１万６,７５６円計上させていただいております。 

○委員長（河野龍二委員） 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

分かりました。研修委託料については、職員の方の研修ということですね。 



○委員長（河野龍二委員） 

小川補佐。 

○課長補佐（小川貴弘君） 

そのとおりでございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。ただいま５３ページまで進んでますけど、５５ページの

上段まで大丈夫です。戻っても構いません。あとは７０、７１ページですね。ここにつ

いては、１節報酬の固定資産評価審査委員会の委員報酬と９節旅費等々、１１節需用費

の一部ですね。そこまでですね。質疑はありませんか。質疑ありませんか。ないですか。

質疑なしと認めます。総務課所管の質疑をこれで終わります。お疲れ様でした。 

場内の時計で１３時まで休憩いたします。 

（休憩 １１時４２分～１２時５６分） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。議題となっています議案第６９号３０年

度一般会計歳入歳出決算認定の件を議題といたします。 

本案について、秘書広報課所管の提案理由の説明を求めます。 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

それでは、秘書広報課所管分につきまして御説明いたします。事項別明細書の４２、

４３ページをお願いいたします。歳入になります。１９款諸収入５項雑入１目雑入のう

ち６０万１,１１０円が秘書広報課所管分になります。１節雑入の１行目、キャラクタ

ーグッズ販売料は全額秘書広報課所管分になります。こちらはミックングッズの販売と

ＬＩＮＥスタンプの売り上げになります。下から１３行目、広告掲載料のうち３８万４,

０００円が秘書広報課所管分になります。こちらはホームページのバナー広告料になり

ます。以上が歳入の説明になります。 

続きまして歳出の御説明をいたします。５０ページ、５１ページをお願いします。２

款総務費１項総務管理費１目一般管理費のうち、人件費を除いた秘書広報課所管分の支

出済額は８８６万２,８２６円になります。３節職員手当等、４行目時間外勤務手当の

うち７３万９,４５７円が秘書広報課所管分になっております。５２、５３ページをお

願いいたします。９節旅費の普通旅費のうち１４３万３,４８０円が秘書広報課所管分

になります。１０節交際費の町長交際費は全額秘書広報課所管分となります。１１節需

用費のうち秘書広報課分は１１２万８,３１２円になります。内訳といたしまして、消

耗品費のうち８９万９,４６０円、食糧費のうち６万８,１４８円、印刷製本費のうち１

万１,６６４円、修繕費は全額秘書広報課所管分になります。こちらは着ぐるみのメン

テナンスに係る費用になります。１２節役務費の通信運搬費のうち２万５,１５７円が

秘書広報課所管分になります。１３節委託料のうち秘書広報課所管分は４２８万７,７



７８円になります。委託料の４行目、秘書業務委託料が全額秘書広報課所管分になりま

す。内訳といたしまして、秘書業務委託料に１３４万８,２３４円、公用車運転点検業

務委託料に９２万５,３４４円となっております。８行目、イメージキャラクター商品

等製作委託料は全額秘書広報課所管分になります。在庫が少なくなったミックンのクリ

アファイル及びミニタオルを製作しております。１１行目、町制施行５０周年イメージ

キャラクター商品等製作委託料は全額秘書広報課所管分になります。こちらは５０周年

記念事業におきまして、参加者などに配布される記念タオル２種類を秘書広報課におい

て作製したものです。１４節使用料及び賃借料のうち秘書広報課所管分は３３万２,１

００円になります。内訳といたしまして、自動車借上料のうち１９万４,４９０円、有

料道路等使用料のうち１３万１,６２０円、駐車場使用料のうち２,３９０円となります。

入場料は全額秘書広報課所管分になります。１目一般管理費の説明は以上になります。 

５４、５５ページをお願いします。２目文書広報費になります。こちらは全額秘書広

報課所管分になります。８節報償費は、広報１月号に掲載しておりますお年玉クイズの

正解者への記念品代３０名分になっております。９節旅費は、毎月広報の最終校正を印

刷会社の方で行っておりますので、それに伴うものが主なものとなっております。１１

節需用費は、２行目、印刷製本費の広報ながよ印刷料、毎月１万４,１００部が主なも

のとなります。１２節役務費のドメイン管理手数料は、町ホームページの安全性を確保

するため通信を暗号化し個人情報の保護と改ざんなどを防止するための費用となります。

１３節委託料の１行目、ホームページ保守更新業務委託料は、町ホームページの保守と

月３回の定期更新、それから緊急時の更新などの費用となります。２行目、町制施行５

０周年特設ホームページの保守更新業務委託料につきましても、町制施行５０周年の特

設ページの保守と定期更新、緊急時の更新などの費用となります。３行目、写真撮影委

託料は広報ながよ新年号に掲載いたします町長の写真撮影代となります。前年度までは

印刷製本費として計上しておりましたが、費目誤りのため、委託料から３０年度より支

出しております。１９節負担金、補助及び交付金は日本広報協会の会費１万５,０００

円となっております。以上が秘書広報課所管分の説明になります。御審査のほどよろし

くお願いいたします。主要な施策については、秘書広報課分はありません。 

○委員長（河野龍二委員） 

それでは、これから質疑を行います。まずは４２、４３ページの歳入です。雑入のと

ころですね。一番上キャラクターグッズと広告掲載料ですね。質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

雑入の一番上のキャラクターグッズ販売料が、商品とＬＩＮＥスタンプと今伺いまし

たけれども、ＬＩＮＥスタンプの販売分というのは幾らぐらい。また何人というか、そ

ういう数字はありますでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 



廣橋係長。 

○係長（廣橋慶三君） 

ＬＩＮＥスタンプの販売個数と売り上げということでお答えいたします。販売個数が

７５個、販売売り上げが１,８７０円。これは売り上げの振込手数料５４０円が差し引

かれた金額になります。以上です。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

ミックングッズにつきましては、マスコット人形、ピンバッジ、缶バッジ、ミニタオ

ル、フェイスタオル、マグネット、クリアファイル、エコバックなどになります。 

○委員長（河野龍二委員） 

歳出の５０、５１ページですね。５３ページにわたって普通旅費、消耗品費、食糧費、

印刷製本費、修繕料、通信運搬費等々、総務と分かれてる部分がありますけども、質疑

はありませんか。次の５５ページまでいきましょうかね。質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

４２、４３ページの雑入のところですけれども、広告掲載料というのがホームページ

バナー分ということで、ホームページのトップのバナーだと思うんですけど、結構まだ

空いていると言うか、埋まってないと思うんですけれども、今現在、この歳入になって

いる。これは何人が利用しているとか、月の料金とかを教えていただけますでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

廣橋係長。 

○係長（廣橋慶三君） 

平成３０年度のバナー広告の掲載している件数については、４件を毎月１２か月載せ

ております。１件当たり１か月が８,０００円になっております。 

○委員長（河野龍二委員） 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

これちょっと、私も記憶が定かではないんですけども、結構前から全部埋まってない

というか、空いている状態かなと思うんですけれども、例えば、これまでにこの掲載料

をそういうのに合わせて下げたりしたことがあるのか、もしくは今後そういう検討とい

うのは、なされる予定はないのでしょうか。埋まってる方が良いかなと思うんですけど。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

平成２０年８月からバナー広告を載せています。以前から１枠８,０００円としてさ



せていただいてるんですけれども、今後、令和２年度、ホームページのリニューアルの

予算要求をしたいと思いますので、そのときに枠の掲載料であったり、募集の枠数とか、

近隣の市町とかを参考にしながら、再度検討させていただきたいと思っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○議員（西田健議員） 

５３ページの町長交際費、差し支えなければどういう、主なもので結構なんですけど

も教えていただければ。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

町長交際費につきましては、町政の円滑な執行を図るため、町を代表して外部と交際

する際に必要な経費であり、社会通念上、儀礼の範囲内の額を支出している状況でござ

います。主なものといたしましては、各種団体における総会や大会等に対するお祝い。

また、町行政に御貢献いただきました方々の御葬儀に対する生花、香典などが主なもの

となります。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

５３ページ、歳入の方にもあったんですが、このイメージキャラクターの製作費とか

いろいろ決算に上がっているんですが、まず、どういう目的でこういうのを、長くなる

んでですね、一定町民の間にも知れてはきてるんでしょうけど、目的があってやっぱり

やられてるんでしょうが、大体全国的にこういうのも下火になってきてるようなんで。

そういう中で目的があってやられて、目的が十分達成されておられるのかどうか、町側

の判断で結構なんですが、そこら辺教えてください。 

○委員長（河野龍二委員） 

廣橋係長。 

○係長（廣橋慶三君） 

まずミックングッズの必要性について御説明させていただく上で、ミックンというキ

ャラクターの必要性について御説明をさせていただこうと思うんですけども、ミックン

というキャラクターがやっぱり親しみやすいキャラクターで、行政からの情報は町民の

方にどううまく伝えるかという１つの課題があると思うんですけども、その行政からの

情報であったり、様々なイベント時の長与町に対する親しみ、郷土愛等を感じていただ

くということから、ミックンを通じて、それを媒介にするような形で情報を伝達したり、

長与町に対して郷土愛を感じていただくというところで、ミックンの必要性については、



まずこういったことを考えているところです。それに伴ってミックングッズを販売して

いくっていうところで、今、ミックングッズの販売状況等も特に実用性のあるようなも

のについては、一定の個数も売れてきているところなので、継続をしていくっていうこ

とで考えております。以上です。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

実感としてミックンが町政に貢献できてるのかどうかというのは、どう感じられてお

られますかね。 

○委員長（河野龍二委員） 

廣橋係長。 

○係長（廣橋慶三君） 

まずミックンというキャラクターが今、だいぶ浸透してきているという実感は個人的

に持っているところです。着ぐるみ等が出場したときも、子どもがたくさん集まってき

て記念写真等撮ってるような状況を見させていただきながら、ミックンは浸透してきて

いるというふうに思ってます。ＳＮＳ等でミックンという形をとって、いろんな緊急情

報等もお伝えをしてるところなんですけども、ミックンからダイレクトにメッセージが

来たっていうふうに町民の方は受け取っていただいていると思いますので、そういった

ところでは一定の役割を果たしているかと思います。以上です。 

○委員長（河野龍二委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

同じく５５ページのホームページ保守更新業務委託料というところでお尋ねしますが、

先程定期的な更新と緊急での更新ということで説明をいただいたんですが、この緊急に

対しての更新というのがスムーズに行われているかと言えば、そうでもないような感じ

がするんですけれども、そこはどなたか担当でしているとか、役割を決めてこうやって

いるとか、そういう決まり事っていうのは実際あるんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

随時更新につきましては、職員が行います台風や災害等の緊急情報ですね、そこにつ

きましては職員の方が更新を行っております。そのほか定期更新以外の急に上げたいっ

ていうところにつきましては、業者の方に別個依頼してやっております。 

○委員長（河野龍二委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 



各課の分が結構上がってくるかと思うんですよね。例えば最近で言ったら生涯学習課

の分だったりとか、ポイント制度もきっとそうでしょうけど、そういうものの更新とい

うのが、もう直前じゃないと上がっていないとか。だから、そういうふうにホームペー

ジをきちんと見ている方は感じておられるというところがあって、そういうところの横

の連携というのはどういうふうにされてるんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

定期更新につきましては、遅い場合はうちの方からお知らせする場合もあるんですよ。

基本的には原課の方から依頼を上げてもらうという形になっております。ただ更新件数

が定期更新で９７回、件数で１,２２５件という結構毎年更新件数が多いですので、フ

ォローできない部分もあるのかなとは思っております。そういうところにつきましては、

例年のものにつきましては、再度うちの方からも注意をしていきたいと思っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

同じく５５ページの印刷製本費、先程広報ながよで１万６,０００というふうに言わ

れたんですけども、この数が妥当かどうかっていうのがちょっと、どういう根拠をもっ

てこの１万６,０００にしているのかというのをお聞きしたいんですが。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

広報ながよの作成部数につきましては、自治会配布の世帯数ですね、一番変動が大き

いのはこちらなんですけれども、それから各公共施設等に置く分、それから公的機関等

に郵送する分等あります。年度で変更していくのが自治会加入世帯数、最近ちょっと減

少ぎみですので、部数につきましても毎年度部数を減らした状態で対応していっている

状態です。平成３０年度の部数につきましては１万４,１００部です。参考といたしま

して令和元年、今年度につきましては１万３,８００部というふうにしております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

５２、５３ページの２款１項１目１３節委託料の秘書業務委託料なんですけれども、

この２２７万３,５７８円のうち１３４万円ほどが秘書業務委託料ということでしたけ

れども、この秘書業務委託っていうのは、ちょっと具体的によろしいでしょうか。秘書



広報課があるのに秘書業務委託っていうのはちょっとどういうあれなのかっていうのを。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

現行、秘書広報課につきましては職員４名で業務をさせていただいております。２名

が広聴広報係です。１名が秘書係長で広聴広報係を兼務した状態で業務を行っている状

況です。この件につきましては職員１という状態よりも秘書業務として委託して効率化、

それから金額等につきましても精査を行っております。ちなみに秘書業務の内容につき

ましては来客者への対応、理事者のスケジュール管理、理事者に関連する文書などの管

理、秘書広報課の文書の収受、会議等の資料作成、会議等の会場設営などの準備等を行

っていただいております。人員等について再編等行っておりまして、秘書業務につきま

しては職員１ではなく、秘書業務の委託という形で対処させていただいております。 

○委員長（河野龍二委員） 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

そうすると、秘書広報課の係長に委託をしていると。ごめんなさい理解ができなかっ

たんで。もう一度、その委託先と言うか、明確にお願いします。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

秘書業務につきましては、管理公社の方に委託しております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

前回予算のときに、今ホームページというのはパソコン用のページもあるでしょうけ

ど、スマホ用のページというのが各自治体で取り入れて、ちゃんとされている所もある

んですけれども、そこに幾らのお金が掛かるか分からないんですけど、検討したらいか

がですかという質問があったはずなんですが、その辺りの検討はされたんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

中村課長。 

○秘書広報課長（中村元則君） 

現行のホームページはスマートフォンには対応していません。令和２年度、スマート

フォンにも対応したホームページにリニューアルしていきたいと思っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。よろしいですかね。 



質疑なしと認めます。これで秘書広報課の質疑を終わります。お疲れ様でした。 

１時４０分まで休憩いたします。 

（休憩 １３時２８分～１３時３６分） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。ただいまから契約管財課の所管について審査

を行います。提案理由の説明をお願いします。 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

お疲れさまです。それでは平成３０年度一般会計決算に関しまして、契約管財課所管

分について事項別明細書に基づいて御説明をいたします。初めに歳入の方から説明させ

ていただきます。２０、２１ページをお開きください。１２款１項１目１節管財使用料

収入済額９万４,０１０円、内訳は長与駅コミュニティホール使用料が７万６,４１０円、

空調使用料が１万７,６００円でございます。次に２４、２５ページをお開きください。

１２款２項１目７節登記手数料は存目で１,０００円を計上しておりましたが、収入は

ありませんでした。次に２６、２７ページをお開きください。１３款２項１目１節総務

管理費補助金になります。その中の社会保障・税番号制度システム改修費補助金６０４

万８,０００円が契約管財課所管分になります。補助金の内容としましては基幹システ

ムの住民基本台帳について旧姓併記に対応するための改修に対する補助金でございます。 

次に３２、３３ページをお開きください。１４款３項１目１節総務管理費委託金です。

市町村権限移譲等交付金（土地確認）２,０００円が契約管財課所管分になります。次

に３４、３５ページをお開きください。１５款１項１目１節土地貸付収入４７６万４,

８７３円のうち契約管財課分は４６９万６,９４３円の収入でございます。これについ

ては斉藤郷西側埋め立てのシルバー人材センター作業所や現場事務所、また北陽台町有

地にイオンタウンによる従業員用駐車場としての土地貸付収入などになります。次に３

６、３７ページをお開きください。１５款２項１目１節不動産売払収入は４,３４２万

６,６７６円のうち契約管財課分は１,６９７万９,６１２円の収入でございます。内容

につきましては宅地の払い下げ等によるものです。続きまして１７款１項１目１節駐車

場事業特別会計繰入金１９９万６,０００円は平成２９年度からの繰入金でございます。 

続きまして４２、４３ページをお開きください。１９款５項１目１節雑入は契約管財

課所管分総額１９２万４,４３４円になります。内訳は、上から２番目、現金自動預入

支払機設置使用料７２万円については前年度と同額になります。十八銀行、親和銀行と

九州労働金庫が使用しておりますＡＴＭでございます。次にその７行下の清涼飲料水自

動販売機設置使用料、契約管財課所管分は庁舎に設置しております４台分で、３８１万

５,３１８円のうち７６万９,６０３円の収入がありました。次にその７行下の庁舎電話

使用料は４,３４０円の収入でございます。その下の庁舎コピー使用料は２６万５,５９

０円でございます。続きまして１１行下の電柱等設置使用料は３万９,８３０円のうち



契約管財課分が１万８,９３０円の収入になります。続きまして９行下の境界立会他証

明書等交付手数料は１万４,７００円のうち５件１,５００円が契約管財課分でございま

す。それから５行下の町村有建物災害共済金は１４万１,４４５円になります。 

以上が平成３０年度の一般会計の歳入の決算でございます。 

続きまして契約管財課所管分の歳出でございます。５０、５１ページをお開きくださ

い。２款１項１目２節給料、３節職員手当等、４節共済費、契約管財課９名分がこの中

に含まれております。次に５６、５７ページをお開きください。２款１項５目財産管理

費でございますが、１節報酬４万２,８００円については財産評価委員会を２回開催し

たときの委員の報酬でございます。９節旅費は４万４,０８０円、１１節需用費は３,３

８３万４,５１７円、１２節役務費は６２０万１,５９８円の支出をしております。次に

５８、５９ページをお開きください。１３節委託料３,４７８万８,４３４円、１４節使

用料及び賃借料１,１９５万７,２６９円の支出となりました。１５節工事請負費につき

ましては、庁舎施設整備改良工事として３件の工事を行っており３,０１２万１,２００

円の支出をしております。また、普通財産整備工事費は１件で４９万６,８００円の支

出でございます。１８節備品購入費につきましては、軽量棚やパーテーション、片袖机

等の購入をいたしております。１９節負担金、補助及び交付金では、長与町公共施設等

管理公社補助金として３,９７１万２５０円の支出が主なものでございます。 

６４、６５ページをお開きください。２款１項９目電子計算費になります。９節旅費

１万４,４２０円、１１節需用費１０９万３,０２８円でございますが、主に電算機器に

関する消耗品、プリンタートナーなどでございます。１２節役務費５,８７４万７,６８

５円でございますが、ドメイン管理手数料３,２４０円につきましては、長与町が取得

していますインターネットメール接続のためのドメイン名の維持管理費でございます。

回線使用料２１３万５,１６５円につきましては、内訳としてＬＧＷＡＮ回線接続料４

３万２,６５３円、第４次ＬＧＷＡＮ回線の接続料６５万１６０円、庁舎内で使用して

います財務会計システムを保育所、小中学校でも使用できるように環境を構築しており

ますので、その回線使用料が９８万４,９６０円、長崎県自治体情報セキュリティクラ

ウドというアプリケーションサービスへ参加をいたしております。その接続使用料が６

万７,３９２円となっております。次にデータセンターサービス利用型基幹システム使

用料５,６６０万９,２８０円につきましては、住基システム、税システムなどの基幹シ

ステム使用料でございます。１３節託料２,９６３万１,９６０円ございます。主なもの

は電算システム運用開発委託料２,８３８万９,３１２円で、専門的な知識技術を有する

にシステムエンジニアを常駐させ、電算システムの運用管理及び職員に対する各種支援

を行うためでございます。次に町字名マスター保守委託料２３万３,２０８円につきま

しては、送付先などを管理するため全国の町字など最新データを更新するためでござい

ます。ホスティング委託料５５万６,４１６円につきましてはレンタルサーバーによる

メールの送受信管理及びウイルス等セキュリティチェックを実施するものでございます。



次に１４節使用料及び賃借料３,９１２万９,１２９円でございます。電子計算機及び周

辺機器等リース料３,７３４万９７３円につきましては、情報系ネットワーク機器リー

ス６４９万８,３６１円など５０件の契約分となっております。自動交付機基幹システ

ム連携サーバーリース３８６万９,０４０円、住民基本台帳ネットワーク用サーバーリ

ース３０１万８,０６０円等となっております。そのほか裁断機リース、圧着機リース、

ウイルス対策ソフト使用料８１万１,６２０円となっております。次に１８節備品購入

費６３５万１,９９８円でございますが、デスクトップパソコン６９台、ノート型パソ

コン７台の購入費になります。１９節負担金、補助及び交付金４１０万６,０６０円で

ございます。地方公共団体情報システム機構負担金４万５,０００円につきましては、

マイナンバー制度や公的個人認証など、本町における電算システムの業務を遂行するに

当たり必要な負担金となっております。次に長崎県自治体情報セキュリティクラウド運

用負担金１８５万６,９８６円につきましては、平成２９年度よりインターネット接続

系におきまして長崎県が主体となり県内市町村と協力して高度なセキュリティ対策構築

を行っております。その運用負担金となります。社会保障・税番号制度中間サーバー・

プラットフォーム交付金２０３万円につきましては、マイナンバー制度中間サーバーの

運用経費を負担金として支出しております。電算用機器共同調達事務費負担金として１

７万４,０７４円を支出しております。事項別明細書につきましては以上でございます。 

主要な施策の成果に関する報告書、１２、１３ページに契約管財課所管分について掲

載をしております。以上で契約管財課所管について説明を終わります。 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（河野龍二委員） 

これから質疑を行います。まずは歳入の方から２０、２１ページ、１２款１項１目１

節の長与駅コミュニティホール使用料ですね。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

このコミュニティホールの使用料９万４,０１０円ですけども、どのくらいの年間貸

し出しというか、使用があっているのか、お願いします。 

○委員長（河野龍二委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

まず、日数として１５４日、稼働がですね。それで使用者が２１件でございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかにありませんか。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

日数で割れば１日６００円。１５４日と言われたんで、割ってみると６００円ぐらい



ですけど。そんなに安いんですかね。間違いないですかね。 

○委員長（河野龍二委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

値段的にはそういうふうになります。１日の使用料が町民であれば５４０円です。 

○委員長（河野龍二委員） 

質疑はありませんか。それでは歳入の２６、２７、１３款２項１目ですね。社会保

障・税番号システム改修費補助金。続きまして、３２、３３。 

西岡委員。 

○委員（西岡克之委員） 

２７ページの１節の社会保障・税番号システム改修補助金、個人番号カード交付事業

費補助金。これは実績に応じた補助金が翌年来るっていうことですか。このシステムを

教えてください。 

○委員長（河野龍二委員） 

前川係長。 

○係長（前川哲郎君） 

こちらの社会保障・税番号制度のシステムの改修補助金ですけども、これが本年１１

月５日から旧姓併記という制度が開始するんですけれども、それに当たりまして平成３

０年度中に基幹システムを改修したときに、それに関するものについては１０割補助を

つけるという補助金になりますので、平成３０年度中にこれを同額の委託で改修を行っ

ておりますので、１０割をそのまま補助をいただいてます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。次は３２、３３ページですかね。１４款３項１目１節総

務管理費委託金、市町村権限移譲交付金、土地の確認分だけですね。次のページからい

きますと、財産収入のところで１節の土地貸付収入。ありませんか。引き続き３６、３

７ページについては、一番上の不動産売払収入ですね、普通財産売払収入。 

西岡委員。 

○委員（西岡克之委員） 

今、委員長が言った普通財産売払収入、場所はどこですか。 

○委員長（河野龍二委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

契約の本数で言いますと７契約ございます。それぞれ場所なんですが、１つ目は吉無

田郷の水路、里道です。もう１つも吉無田郷の里道です。３本目です、高田郷の西高田

線が通りまして、その残地を売っています。次、今度は嬉里郷です。定林になります。

続きまして東高田ですね。それがもう１件。東高田は長与病院の向かい側の山林を売っ



てます。あと嬉里郷ですね。これは嬉里中央団地のはずれですね。今の北陽台の団地の

下側になります。それと最後、長与駅周辺の区画整理で保留地として残っていた宅地を

１つ売ってます。以上の７本です。 

○委員長（河野龍二委員） 

西岡委員。 

○委員（西岡克之委員） 

これ、全部、入札によるものですよね。売却方法を教えてください。 

○委員長（河野龍二委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

入札に付しましたのは２件のみです。先程申し上げた嬉里郷の定林のものと、長与駅

周辺の区画整理によるものです。入札に付さずに随意契約にした理由としましては、里

道、水路に関しては、単独利用が不可能な土地ということで、隣接者に優先的に、逆に

言えば隣接者にしか利点が無いという所ですので、随意契約でさせていただいてます。

あと、西高田の残地につきましても代替地という性格がございますので、そちらも実際

の用地買収で買った分の代替地という形になりますので、そちらも随意契約にしており

ます。ですので一般競争入札に付したものは先程申し上げた２件のみです。以上です。 

○委員長（河野龍二委員） 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

嬉里郷の定林と言ったら場所はどこですか。 

○委員長（河野龍二委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

嬉里郷字定林７４９番２０と２５です。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。今、３７ページですから。４２、４３で、ずっとですね。

ここの雑入のところが、現金自動預入支払機設置、自動販売機庁舎内での使用料、コピ

ー使用料、電柱等設置使用料、あと境界立会証明等交付手数料、町村有建物災害共済金、

等々とあります。質疑ありませんか。歳入はそこまでですかね。戻っても構いませんの

で歳出の方も行きます。５０、５１ページ、２款１項１目の職員手当の中に契約管財課

職員分が入ってるということですね。あと５６、５７ページの５目財産管理費、ここが

管財課ですね。続いて５８、５９ページが全て管財課。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

５９ページ、以前ですね。２年ぐらい前も同じような質問をしておるんですが、長与



駅の清掃管理委託料が３６８万、それと庁舎清掃委託料２４７万９,０００円というこ

とで、それぞれの委託先を言っていただけますでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

まず、長与駅清掃管理委託につきましてはＪＲ九州サービスサポート株式会社でござ

います。庁舎清掃業務委託につきましては長与時津シルバー人材センターでございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

以前にも問題提起をさせていただいておるんですが、圧倒的に庁舎清掃委託の方が業

務量が多いと思うんですよ、私は。駅はトイレが２か所、今分かれて３か所ぐらいにな

っているんですかね。元々１か所だったのが。そして駅の年間９万４,０００円もらっ

ているコミュニティホール。この分の清掃も入ってるんでしょうけど、庁舎は１階から

４階までトイレと水道局まで入れれば相当な量で圧倒的に庁舎清掃委託料の方がボリュ

ーム的に仕事量が多いと思うわけですね。ところが駅の方が１００万円以上委託料が高

いということで支払いをされておると。だから私はずっとおかしいと言ってるんですが、

このＪＲ九州も駅の清掃管理についてシルバーに頼むわけにはいかんわけでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

まず、長与町役場の清掃に関しましてはウイークデーのみです。要するに月曜から金

曜までで休日祭日を除いた日のみです。ただ駅に関しては３６５日清掃しております。

その分で日数で言いますと大体１.５倍ぐらいの日数があります。かつ駅舎のみならず、

周辺の駐輪場とかロータリーの部分の清掃もしていただいてて、延べ床面積的には、庁

舎と延床面積比べてないんですが、作業量自体はかなりもう一日中清掃を、当然、受付

業務もしつつなんですけども、かなりのボリュームの作業があるのではないかと思って

ます。かつ、シルバーに委託したときで換算してみたんですが、正直余り差異は感じら

れなかったです。先程の日数の面であったりとか、シルバーであれば時給になりますの

で、その拘束時間から割り出しますと３４０万ほど掛かるということで、かつＪＲの方

からＪＲの駅舎付近を触るので、ＪＲの方に委託してくださいというような当初から申

し送りがあったようですので、今のところＪＲの方にお願いをしてる状況です。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

今のは多分契約を正当化するために言われてるんでしょうけど、１.５倍って便器の



数とかで比べれば桁違いに違うじゃないですか。だからね、シルバーに、今算定をした

んだと言うと、見積もりか何か取られたんですか。当然、随契でもいいですけど、何社

か取って然るべきじゃないですか。ＪＲに関わる所を触ってもらったら困るんだと。触

らなくていいじゃないですか。触られる所だけの清掃をしておけばいいわけでしょう。

ＪＲが触ってもらったら困るんだということなら、ＪＲにさせればいいわけでしょう。

そういうことで、まずは、きちんと見積もりとか取って、比較をして、比べるべきだと

思うんですが。どうですかね、取られたんですかね、見積もり。シルバーから。 

○委員長（河野龍二委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

見積もりはとっておりませんが、シルバーの庁舎の単価、時給でされてますので、そ

の時給から割り出させていただきました。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

何て言うんですかね、今は時間辺りも見込みで言われてるんでしょうけど、私は、あ

そこの駅１件掃除する時間と庁舎、水道局も含めて全部掃除する時間というのは圧倒的

にこっちの方が時間掛かると思うんですが、私の感覚はそういう認識でこういう質問を

させていただいているんですが。そういうふうに駅の方が掛かるんだというような決め

つけをされれば、それは１００万高くても妥当かもしれませんけども、よくよく精査を

されてですね。今のままでもそんなに高くないんだというところを、はっきりこうきち

んと出されて、次からの契約に努めていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

おっしゃるとおり、来年精査をしまして検討いたしますので、よろしくお願いします。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。ページ数でいきますと６４、６５ページの電子計算費の

ところが管財課になってますね。これについては、主要な成果の報告書の中にもパソコ

ン購入費の概要、内訳が出てるようですけど。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

パソコン購入費ですけれども、主要な施策によると長崎県市町村行政振興協議会によ

る共同調達に参加したということで、これは何かのメリットがあるということで、それ

を見込んで参加されたのかなと思うんですが、これは削減効果があると見込んでの参加

だったんですかね。ちょっと予算のときのことを覚えてないので、詳しくお願いします。 



○委員長（河野龍二委員） 

前川係長。 

○係長（前川哲郎君） 

御指摘の共同調達についてですけれども、平成３０年度の共同調達については町村会

が初めて実施をした分になるんですが、それぞれ各市町が単独で購入していた分を、台

数とか仕様を持ち寄って、共同で調達をして、同じような仕様で台数が増えれば、その

分コストメリットがあるんじゃないかということで、鹿児島県とか京都府の事例を参考

に実施をしたものであります。当町の購入でも平成２９年度に一度外資系のパソコンを

購入してるんですけれども、やはりそれと比べてもだいぶ単価的に安く購入はできてい

ます。実際にそれを購入するというときも実際の定価とか、販売実績の価格とか、いろ

いろ比較検討してみたんですけども、国内製のＮＥＣ製とか富士通といった外資系でな

い製品をだいぶ安く購入できるんじゃないかっていう資料を、ほかの市町が出した分を

並べて見たときに、そういうふうな見込みが立ったので、外資系と同じ金額であったと

しても、もちろん性能が良いものを安く買えているので、それで一度参加をして購入し

てみてはどうかということで参加の意向を出して、これで購入をしております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

５８、５９ページの２款１項５目１４節使用料及び賃借料の公用車リース料ですが、

参考までになんですけど、公用車というのは何台ぐらいあるんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

契約管財課所管分は２５台でございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

質疑をしたいので委員長を交代します。 

○委員（金子恵委員） 

質疑はありませんか。 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

３５ページの歳入で土地貸付収入ですね。北陽台の用地を駐車場で貸してるというこ

とで、恐らく図書館用地として購入された所かなというふうに思ってるんですけども、

ここが、どういう形で貸し付けをされているのかお伺いしたい。例えば台数として借り

てるのか、用地そのものを駐車場用地として貸してるものなのか。契約そのものがどう



いう契約、例えば年間契約なのか、そもそも契約が無いということはないと思うんです

けども、どういう契約で貸し付けされてるのかですね。そこをお願いしたいと思います。 

○委員（金子恵委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

ここが基金財産になります。基金財産ですので、契約というよりも使用許可という形

で出してます。申請に基づく使用許可という形です。向こうが言っていただいてる面積

を元に賃借料を決定して、年間で貸し付けの許可を行っております。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

参考までに面積に対しての単価で出してるんですかね。そしたら内訳が分かれば教え

ていただきたいと思います。もう１つ、今この中央橋を渡って信号機の左角の所、以前、

商業施設の看板が立っていた所、車が停めるられるようになったと言われてるみたいで

すけど、そこも車を停めていいと言う許可か何か、ここで収入が上がってるものなのか、

そこら辺をお願いしたいと思います。 

○委員（金子恵委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

申し訳ございません。今手元にその資料がございません。ただほかの所と同じように、

公租公課倍率法ということで、土地の固定資産税の仮評価をいたしまして、それを平米

で割って、日数で割ったのを単価といたしまして、それに平米数を掛けて、日数を掛け

てということで計算をいたしております。ちなみに川向こうの渡った所ですが、我々の

所管ではございませんので、ちょっと詳細分かりかねます。申し訳ございません。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

次は歳出のところで５９ページの１３節委託料ですけど不用額が相当、２２０万ぐら

い出てます。委託契約の段階でなかなか調整するのが難しいのかなと思うんですけども、

２９年度決算を見てもやっぱり２００万ぐらいの不用額が出てるみたいなんで、もうち

ょっと契約前で精査して、不用額を少なくすることができなかったのかですね。そこが

１つと、あと同じページの１９節負担金、補助及び交付金なんですけども公共施設等管

理公社の補助金。これが３,９００万ぐらいありますけども、何て言いますかね。先程、

例えば秘書課でしたかね、それぞれ各部署で委託してる部分の支払いがある中で、この

公共施設管理公社補助金に対する３,９００万円というのは内訳はどういうものになる

ものなのか分かりますか。人件費がどれくらいだとか、事務費はどれくらいだとかって



いう部分が分かれば。 

○委員（金子恵委員） 

久原係長。 

○係長（久原和彦君） 

委託料の不用額についてお答えいたします。３月補正で不用額の補正を当課におきま

して１,４００万ほど行っております。１３節に関しましては１３７万４,０００円の減

額補正をしております。これはもう確定している額に応じて落とせる分を落とした、プ

ラスアルファで落としてるということなんですが、ほかの需用費、特に修繕費や工事費、

今回おっしゃられている委託料に関しても、庁舎管理を統べている我々としましては、

やはり一定程度、何かしらあったときのために残したいというところが正直なところで、

その分をギリギリ落とせる分を落としたんですが、一定程度確保したいという思いで残

させていただきましたが、結果として不用額として残ってしまったものになります。 

○委員（金子恵委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

先程、委員がおっしゃられた長与町公共施設等管理公社補助金、これにつきましての

内訳は、報酬、給料、職員手当ですね。また、福利費、賃金、報償費、旅費、交際費、

需用費、役務費、委託料、賃借料、備品購入費、負担金、公租公課、繰出金の予備費と

いうことで、理事長と事務局長２人分の給料の分でございます。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

今、管理公社の給与の支払い対象になる職員がどれくらいいらっしゃるんですか。 

○委員（金子恵委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

給料といたしまして、理事長１人分、事務員１人分でございます。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

そしたら、ここで、各施設で働いてらっしゃる方の給料というのは、この中には入っ

てないんですかね。給料というのか、人件費は入ってないんですか。 

○委員（金子恵委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

各所管の分の委託料で払っております。 



○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

私は、ほとんどが人件費なのかなというふうに思ってたんですけども、いわゆる理事

長と事務局長の人件費に当たる給料というのは、そこしか考えられないのかなと。確か

に、秘書課で秘書業務委託料を支払っている契約は公社だというふうに言われてたんで、

それ以外の部分で、ここで払ってる人件費があるのかなと思ったら、人件費としては２

人分だけですか。３,９００万、それにしてはちょっと大き過ぎるなという思いがする

んで、非常に大きく負担をしなければならない費用というのは、このうちどれくらいあ

って、それが何なのか参考までに教えていただきたいと思います。 

○委員（金子恵委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

一番大きいのは福利費でございます。健康保険とか厚生年金保険とか、そういう部分

の雇用保険、労災保険とか、そういう分でございます。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

それは公社で働いている方の全ての福利費、いわゆる労災だとかそういうものとみて

いいんですかね。そうすると各所管は委託料を払って、ここに納めてもらう。保険等々

は町から負担して払うというふうな形で、そういう捉え方でいいんですかね。 

○委員（金子恵委員） 

和田課長。 

○契約管財課長（和田弘君） 

従業員分全体の福利厚生費を払っているということでございます。 

○委員（金子恵委員） 

委員長を交代します。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで契約管財課所管の質疑を終わります。お疲れさまでした。 

場内の時計で、１４時４５分まで休憩いたします。 

（休憩 １４時３１分～１４時４２分） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。議題となっております議案第６９号長与町平

成３０年度長与町一般会計歳入歳出決算の認定の地域安全課所管を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 



宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

改めましてこんにちは。それでは議案第６９号平成３０年度一般会計決算書の地域安

全課所管分につきまして御説明をしたいと思います。地域安全課所管につきましては歳

入合計８,８３２万３,５５７円でございます。職員人件費を除きました歳出合計は４億

６,６３１万８,５７０円となっております。まず歳入の方から御説明させていただきま

す。平成３０年度一般会計歳入歳出決算事項別明細書の２０、２１ページをお開き願い

ます。１２款１項１目総務使用料２節コミュニティセンター使用料でございます。ふれ

あいセンターの２２０万２,５８５円につきましては前年度より９.９％の減、及び長与

南交流センターの１８０万４,７８０円につきましては前年度を０.４％の減となってお

ります。こちら施設使用料となっております。次に２８、２９ページをお開き願います。

１３款３項１目総務費委託金１節総務管理費委託金でございます。自衛官募集事務の委

託金が所管分となっております。次に３０、３１ページをお開き願います。１４款２項

１目総務費県補助金１節総務管理費補助金のうち、上から２行目の石油貯蔵施設立地対

策等補助金等の８２万円は消防団第４分団の消防小型動力ポンプの購入費の補助でござ

います。５目商工費県補助金１節商工費補助金で、長崎県消費者行政推進補助金の４９

万９,９００円は主に消費者行政担当職員等の研修旅費としての補助金でございます。

次に３２、３３ページをお開き願います。３項委託金１目総務費委託金１節総務管理費

委託金の１行目の市町村権限移譲等交付金の８４万２,０００円は、県広報紙「つたえ

る県ながさき」の全世帯配布に係ります交付金でございます。次に３４、３５ページを

お開き願います。１５款１項２目利子及び配当金１節利子及び配当金の上から３行目で

ございます。ふるさとづくり基金運用収入の１万３,７２１円が地域安全課所管分とな

っております。こちらにつきましては預金利息でございます。次に３６、３７ページを

お開き願います。１６款１項５目消防費寄附金が所管分でございます。７目ふるさと長

与応援寄附金１節ふるさと長与応援寄附金のうち５,７８６万２，０００円が地域安全

課所管分となっております。こちらにつきましては自治会長報償費、自治会振興補助金、

地域振興補助金、ふれあいセンター管理費、長与南交流センター管理費として受け入れ

させていただいております。次に３８、３９ページをお開き願います。１７款２項３目

ふるさとづくり基金繰入金１節ふるさとづくり基金繰入金のうち２８万９,０００円が

地域安全課所管分でございます。次に４２、４３ページをお開き願います。１９款５項

１目雑入１節雑入でございます。上から５行目の市町村交通災害共済加入推進助成費、

その下の７行目、清涼飲料水自動販売機設置使用料のうち２１万６,０００円が地域安

全課所管分でございます。こちらにつきましてはふれあいセンター、南交流センターの

方の設置使用料となっております。その下の火災保険料のうち２９万８,０１１円が自

主防災センターの火災保険料の負担分として地域安全課所管分でございます。その下の

各種施設電話使用料のうち１,８３０円と、その下、各種施設コピー使用料のうち２万



４,９３０円が地域安全課所管分でございます。その下３行目になりますが、太陽光発

電余剰電力売払収入は長与南交流センターの駐車場屋根に設置しております太陽光発電

設備に係るものでございます。その下１３行目の電柱等設置使用料のうち６８０円がふ

れあいセンター敷地内に設置された電柱設置使用料でございます。次に４４、４５ペー

ジをお開き願います。同じく１節雑入ですが、１番上の消防団員安全装備品整備等助成

金の１２万５,０００円は消防団員の雨具購入の助成金でございます。また、３行目の

コミュニティ助成事業助成金、５行下のニュータウン防災センター電気使用料が、地域

安全課所管分でございます。また、その下の各種施設電気使用料のうち３,４６３円が

地域安全課所管分となっております。次に、同じく２０款１項１目総務債２節地域活性

化事業債の防犯灯ＬＥＤ化事業充当起債でございまして、全体事業費の９０％によりま

す算出によりまして１０万円未満は切り捨てた１,４２０万円が起債額でございます。

同じく３目消防債１節消防施設整備事業債は、小型動力ポンプ付積載車購入費充当起債

対象事業費の１００％充当でございまして、同じく１０万円未満は切り捨てた４８０万

円を起債額としております。歳入につきましては以上でございます。 

続きまして歳出でございます。事項別明細書の５０、５１ページをお開き願います。

主なものの御説明をいたします。２款１項１目一般管理費１節報酬の中で２行目の防災

会議委員報酬３万５,０００円と、その下の危機管理専門員報酬３００万円及び一番下

の避難行動要支援者避難支援連絡協議会委員報酬の４万２,０００円が地域安全課所管

分となっております。次に５２、５３ページをお開き願います。９節旅費の普通旅費の

うち２万６４０円が消防関係の旅費となっております。また、費用弁償のうち１３万１,

０００円が地域安全課所管分となっております。１９節負担金、補助及び交付金でござ

いますが、上から３行目の自衛隊家族会補助金、１番下になりますが長崎県水難救済会

負担金、こちらが地域安全課の所管分となっております。次に５４、５５ページをお開

き願います。九州北部小型船安全協会会費とその下の西彼杵防衛協会会費、こちらが地

域安全課所管分でございます。次に６０、６１ページをお開き願います。７目交通安全

対策費でございますが、主なものとしまして、７節賃金ではパート賃金２１万９,４４

９円は市町村交通災害の済加入促進のための臨時職員の賃金でございます。また、８節

報償費２５万５,０００円につきましては高齢者運転免許証自主返納奨励金としまして、

６５歳以上の方につきまして、返納いただいた方に３,０００円のバスカードを１人１

回限り配付させていただいておりまして、３０年度につきましては８５名の方が申請を

されております。また、１５節工事請負費の防犯灯新設改良工事費につきましては平成

２８年度から４か年計画で防犯灯改良工事のＬＥＤ化工事を行っておりまして、平成３

０年度は８００件分の１,５７８万８,５２０円が主なものでございます。次に６２、６

３ページでございます。企画費でございますが９節の旅費、普通旅費のうち３,９１０

円が地域安全課所管分となっております。次に６６、６７ページをお開き願います。１

０目の地域振興費でございますが、主な内容といたしましては、７節賃金６４万１,９



７８円は育児休業等代替職員のパート賃金でございます。８節報償費、自治会長報償費

１,３０５万６,９００円は、均等割１１万円につきまして５５０万、世帯割の分としま

して６５０円掛ける１０月１日の世帯数に乗じまして７５５万６,９００円の合計の金

額を算定基礎とさせていただいております。１９節負担金、補助及び交付金でございま

すが、自治会振興補助金１,９９３万９,０００円は、均等割５万円の２５０万円と世帯

割の分としまして１,５００円を１０月１日の世帯数に乗じました１,７４３万９,００

０円の合計が算出基礎となっております。地域振興補助金の４５０万円につきましては、

５地区の各コミュニティの方へそれぞれ９０万円の補助金となっております。次に１１

目長与町ふれあいセンター管理費でございますが、長与町ふれあいセンターの管理費に

つきましては前年と特に変わったところはございません。１節報償費の館長報酬につき

ましては月額２０万円の１人配置でございます。また、７節賃金のパート賃金１３２万

９３５円につきましては事務員で２人交代制となっております。次に６８、６９ページ

をお開き願います。１３節の委託料の主な内容といたしましては、施設管理委託料２７

４万７,４１７円はシルバー人材センターへの委託で３名交代の夜間土日祝日の施設管

理を委託させていただいております。次に１２目の長与南交流センター管理費でござい

ますが、こちらにつきましても前年と特に変わったところはございません。１節報酬の

館長報酬は同じく月額２０万円の１人の配置となっております。１３節の委託料につい

ての主な内容としましても、施設管理委託料としまして２７４万７,４１７円はシルバ

ー人材センターへの委託ということで、こちらにつきましても３名交代制で夜間土日祝

日の施設管理の委託を行わせていただいております。 

次に１２８、１２９ページからお開き願いたいと思います。こちら７款１項１目商工

振興費の９節旅費の研修旅費３,４２０円及び費用弁償１８万３,６９０円が消費生活相

談員研修会等の旅費ということで地域安全課所管分となっております。次に１４４、１

４５ページの方をお開き願います。９款１項１目非常備消防費の主なものでございます。

１節報酬、消防団員報酬１,０６８万２，０００円は本部分団を除きます消防団員の報

酬となっております。８節報償費、退職者及び消防協力者記念品代２３万円は退職消防

団員に対しまして長与町の商品券代。本部分団員報償費５２万５,０００円は本部分団

員１３名分の消防団員報償となっております。１８節備品購入費でございます。一般備

品購入費は第４分団の消防小型動力ポンプを購入いたしました。また本部におきまして

発電機を１台購入させていただいております。１９節負担金、補助及び交付金の広域消

防負担金２億７,９６８万１０１円は、長崎市消防局管内及び長崎北消防署員の人件費

と本部経費等を合わせた金額を基準財政需用額で按分した負担金になっております。次

に１４６、１４７ページでございます。２目消防施設費でございますが、主なものとし

ましては１８節備品購入費で長与町消防団３分団に小型ポンプ付積載車を購入、そちら

と各分団にＩＰ無線機を配備させていただいております。次に３目水防費でございます。

３節職員手当等の時間外勤務手当２６７万９,９９６円は、大雨警報及び台風接近等に



よります警戒本部の設置や避難所開設によります職員手当が主なものとなっております。

次に４目防災対策費でございます。１３節委託料の自主防災消火器設置委託料１０９万

８００円。こちらにつきましては消火器の更新分の取り替え等の委託業務をさせていた

だいております。次に１４８、１４９ページをお願いいたします。一般備品購入費につ

きまして訓練用の消火器及び訓練用の標的の購入をさせていただいております。１９節

負担金、補助及び交付金につきましては、自主防災組織の運営補助金４４組織分、自主

防災組織の運営補助金でございます。歳出については以上でございます。 

最後に主要な施策の成果に関する報告書でございますが、１４ページから１６ページ

までに記載をさせていただいております。以上が、歳入歳出決算に係ります地域安全課

所管分でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（河野龍二委員） 

これから質疑を行います。それでは、まず歳入のほうから進めていきたいと思います。

２０、２１ページですね。１２款１項１目総務使用料のコミュニティセンター使用料で、

ふれあいセンター使用料と南交流センター使用料。戻っても構いませんので、ページ数

を追っていきたいと思います。２８、２９ページ。ここでは１節総務管理費委託金、自

衛官募集事務委託金。次のページで総務管理費補助金、石油貯蔵施設立地対策補助金で

すね。質疑はありませんか。戻っても構いません。次が１４款２項１目１節市町村権限

移譲交付金ですね。ありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

この「つたえる県ながさき」の全世帯配布の件でちょっとお尋ねしますが、実際には

自治会加入者のみに配布をしてて、全世帯というわけではないとは思うんですよね。こ

この考え方というのはどういうふうになってるんですかね。３３ページの。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

今回の広報につきましては１万６,９０９世帯分を用意させていただきまして、当然、

自治会加入者につきましては自治会を通しまして配布、それ以外につきましては各公共

施設の方に配付させていただきまして、全ての方に見ていただければという形で対応さ

せていただいてる状況でございます。以上でございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

どこでどういうふうに言えばいいのか分からないんですけれども、議会に広報のモニ

ター会議というのがあって、その方たちの中の意見で、これに限らず情報を漏れなく住

民の方に出すっていうことをやはり基準に考えるというところで、どうにかして全世帯



配布をするという努力をするべきではないかという意見をいただいたんですね。このよ

うに交付金をいただいている以上、ただ公共施設に置いていればいいのかという考え方

と、どうにかして全世帯配布をやろうという、その考え方の違いかと思いますけど、そ

の辺りは今後、何かこう考えているとかはないんでしょうかね。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

今、現在お示している分については県の広報誌でございますので、こういう形で対応

させていただいておりますけども、今言われた方法につきましては広報の部分も含めま

して全世帯配布というようなことを考えますと、これは郵便局との委託契約等、そうい

う方法もある程度可能であることは、長与町の行政としましては、対応していることも

ありましたので、そういうことは検討できるかと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。次３４、３５ページ、１５款１項２目のふるさとづくり

基金運用収入。次が３６、３７ページ、１６款１項５目消防費寄附金と７目１節ふるさ

と長与応援寄附金、地域安全課の金額が言われてました。質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

２０、２１ページの１２款１項１目コミュニティセンター使用料のふれあいセンター

使用料に関してなんですけれども、５、６年前なんですけれども、知ってる人から、こ

このふれあいセンターで何かセミナーというか、そういったのに誘われたと。よくよく

話を聞くといわゆるマルチ商法みたいな、そういったものの集まりだったみたいなんで

すね。何て言うんですかね、直ちに違法とかっていうことかどうかはもちろん私も判断

できないですし、何とも言えないんですけれども、地域安全課の所管であるなら、なお

さらそういった怪しげなと言うか、場合によってはそういう消費者トラブル等に繋がる

ような団体っていうのは、やっぱりこういった施設を利用させるべきではないと思うん

ですけれども、そのときも実際にふれあいセンターでそういった集まりが行われたのか

行われなかったのかも、私は確認はしてないんですけれども、一応そこであるみたいな

話を聞きまして、やっぱり町の施設で行われているっていうことが逆に言うと、そうい

った商法の人たちに何か信頼性を与えることにも繋がったりすると思うので、難しいと

ころだと思うんですが、申請してくる団体にどういう基準で使用の許可を出すのか、そ

ういった基準と言うか考え方っていうのはどういったものがありますでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

地域安全課の方としましては、申請があった方が宗教的法人、営利目的のそういうマ



ルチも含めたところになると思いますけども、そういう団体にお貸しすることはできな

いようにしております。ただ、いろいろ講座を開いて、毎回その講座でそういうマルチ

の方法するとかじゃなくて、発表会みたいなものがあったとしますですね。そういうこ

とにつきましては、商法的なものの推進じゃなくて、結果的なものの報告とか、そうい

うことでお貸しする可能性もございます。ただし、そういう商法的なものでお貸しする

ことは我々としてはできないようにしておりますので、当然、団体の方の申し込みをチ

ェックさせていただいたり、またの我々が知らない団体であれば、その辺の調査をさせ

ていただいたり、現実にはさせていただいております。これは地域安全課としてでござ

いますけども、それ以上に職員で何かありましたら、追加で説明をさせていただきます。 

○委員長（河野龍二委員） 

朝居係長。 

○係長（朝居健太郎君） 

課長の補足説明といたしまして、おっしゃるとおり地域安全課の方で消費者行政相談

を行っておりますので、やはり所管する施設として、これはしっかり管理をしていかな

いといけないと思うんですが、やはり、ふれあいセンターという所が長崎市に近いとこ

ろがございまして駐車場も無料でございます。費用も民間の施設に比べて非常に安いと

いうことで様々な方が使用に来られます。その際に、まず使用の目的を記入をしていた

だきまして、その後、役場の方にその目的と使用者の人数、お名前等ご住所全てをこち

らの方に送っていただきまして、目的をまずしっかり見極めた中で、ネットワークビジ

ネスとか、もしくは宗教とかにつきまして、しっかりチェックをした上で、新規の方に

ついてはお貸しをするような形で、今のところ行っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

そうすると、元々の規約では宗教または営利のものはだめとなっているということだ

と思うんですが、今おっしゃられたように、実際に、何というんですかね、その場で何

か販売するとかじゃない。でも実際に団体としては、そういうネットワークビジネスみ

たいのをやっているというのが、例えば調べて分かった結果、実際には、その場では営

利の目的ではないにしても、こちらで調査した結果、そういった可能性があるというこ

とで断るということはあるんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

朝居係長。 

○係長（朝居健太郎君） 

実際に申し込みがあった時点で、不適切な団体の御利用があった場合についてはお断

りをさせていただいております。 

○委員長（河野龍二委員） 



八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

最後に、実際に今までそういった団体が、ちょっと調べきれなくてというか、判断で

きなくて、利用して、結果、そこに来た人、参加者から何かクレームじゃないですけど、

そういう団体のだったとか、そういう町の施設でそういうことをしていいのかとか、そ

ういう何かしら問い合わせというか、そういうものはあったことはあるんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

朝居係長。 

○係長（朝居健太郎君） 

私が担当になって４年ぐらい経つんですが、４年の中では今までございませんでした。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。歳入のページを追っていきたいと思います。次に３８、

３９ページですね。２項３目１節ふるさとづくり基金繰入金、地域安全課の金額が説明

されました。あとは４２、４３ページの１９款５項１目雑入のところで、地域安全課は、

上から５段目の市町村交通災害共済加入助成金、清涼飲料水自動販売機設置使用料、火

災保険料、各種施設電話使用料の一部、コピー使用料の一部、太陽光発電余剰電力売払

収入、電柱等設置使用料ですね。４５ページについては消防団の安全装備品整備等助成

金、ニュータウン防災センター電気使用料となっております。そのほか２０款１項１目

２節地域活性化事業の防犯灯ＬＥＤ事業充当起債、一番下の小型動力ポンプ付積載車購

入費充当起債があります。歳入としてはそういうところですね。質疑はありませんか。 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

４３ページの清涼飲料水自動販売機設置使用料ということで３８０万が入ってるんで

すけども、ちなみにこれって各自治会の防災センターとか、そういう所に設置するって

いうのは可能なんでしょうか。使用料はやはり町の方に入るっていうことになるんでし

ょうか。まず、防災センター等につけられるかどうかを確認したいんですが。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

まず長与町としましては当然公共施設で扱うことになりますので、そちらにつけた場

合は業者との委託契約で今こういう形で収入を得ております。今言われた防災センター

につきましては、基本的に自治会の方に運営の方をお任せしておりますので、直接的に

委託契約を結ぶことを我々ができないかって言うと、そういうことではございません。

ただし電気使用料の回収ということが基本的な設置になりますので、電気代を我々がも

し払ってるような施設であれば当然町が負担しておりますので、そちらの関係は出てく

るかと思います。だから町の施設として電気代を取っている施設につきましては、当然、



町の方との関連が出てくるかと思います。それ以外につきましては体育協会であったり、

体育館とかいろいろ施設がございますが、そういう部分で契約を結ぶケースもあろうか

と思います。これはもう所管が違いますので、そちらの分がどうかというのは、ちょっ

と私どもの方では回答できませんけども、そういうことになってこようかと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。それでは歳出のページに移りたいと思います。歳入に戻

っても構いません。歳出の５０、５１ページ、２款１項１目１節報酬、防災会議委員報

酬、危機管理専門員報酬、避難行動要支援者避難支援連絡協議会委員報酬が地域安全課

になっております。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

避難行動要支援者避難支援連絡協議会委員報酬、全然大きくない、金額的にはあれな

んですけど、予算の方は８人分の５万６,０００円になっていて、今回決算が４万２,０

００円、報酬に該当する方が６人だったということなのかもしれませんけれども、３０

年度でこの連絡協議会で話し合われたことがどこまで進んだか。福祉課も関わるかもし

れないんですけれども、分かるところまででいいので教えていただければと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

山本係長。 

○係長（山本洋佑君） 

避難行動要支援者避難支援連絡協議会ですけども、平成３１年２月に開催をさせてい

ただきました。地域安全課の方は避難行動要支援者の全体計画を包括していまして、そ

の中で福祉課の方にも出席をいただきまして、３０年度、本格的に実施をしました避難

行動要支援者の個別計画の進捗状況も報告をさせていただきまして、今５０自治会中、

約半数の２７自治会が個別計画の完成を見ているということで、報告をなされました。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

同じ項目の１節報酬の危機管理専門員報酬で３００万ありますけども、ちょっと知識

がないもので、危機管理専門員の役割や人数を詳しく教えていただければと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

人数につきましては現在１名、地域安全課の方に田中専門員という警察ＯＢの方を配

置させていただいております。こちらにつきましては消費者のいろいろな問題につきま

して対応させていただいておりますので、防犯から消費者のいろいろな消費者センター



に繋ぐ役目、警察に繋ぐ役目、いろいろな問題を一手に取り扱っております。基本的に

多いのは先程のマルチ商法もそうですけども、消費者センターに本来報告するべきもの、

もしくは詐欺的なものですね、高齢者の詐欺対策とか、そういうことも含めまして、田

中専門員の方で専門知識を生かしていただいて対応させていただいているところでござ

います。また各種団体からの要請に基づいて、そちらの方の研修会等で講話をいただい

たり、講師をさせていただいたりということもさせていただいてる状況でございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。次のページに移ります。戻っても構いません。５２、５

３ページ、９節旅費の中で費用弁償が一部入ってるということですね。あとは１９節の

負担金、補助及び交付金のところで自衛隊家族補助金、一番下の水難救済会負担金、次

ページの九州北部小型船安全協会会費、西彼杵防衛協会会費等々が地域安全課の負担と

なっております。ありませんか。ではページを進めたいと思います。６０、６１ページ、

７目交通安全対策費が全て地域安全課の支出になっております。質疑はありませんか。 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

防犯灯の改良工事が今年度で終わられるということで、ＬＥＤ化、この変えることに

よって電気代の節約が図られるということで、この主要な施策にも書いてあるんですが、

これはどういう計算をされるのか、メーターは付いてないので恐らくメーターではない

と思うんですが、１本当たり例えば蛍光灯のときが幾らだったものが、ＬＥＤに替えた

ものについては幾らになるのか。そういう計算をされるのか、ちょっとそこら辺を教え

ていただきたいと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

畑中補佐。 

○課長補佐（畑中隆徳君） 

防犯灯ＬＥＤ化については一本当たりある程度の単価が決まっておりまして、毎月そ

の調整額が若干違いますので、一概に幾らとは言えないんですけども、蛍光灯に対して

約２分の１程度ＬＥＤが安くなるという単価になっております。今年度、全てをＬＥＤ

化することによって、灯数分が２分の１単価が安くなるという計算になっております。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

電気代が約半額ぐらいになるんだという説明だというふうに理解をしましたけども、

町全体で、全て蛍光灯だった時代にこれぐらい掛かっていたものが、数も変動している

んでしょうけど、ＬＥＤ化、今回やったことで、幾らぐらいになるんだっていうような

ことがもし分かれば、答弁願いたいんです。分かる範囲で結構です。 

○委員長（河野龍二委員） 



宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

試算としまして、我々の方も当然予算を組んでおりますので考えていたんですが、今、

町内の各街路灯、もしくは水銀灯が設置されてる部分があるんですが、あれが地域安全

課の所管に移管されてきておりまして、その移管分が電気代をかなり食う状態でござい

まして、私たちの試算がちょっと今できかねている状況でございます。ただし、４年前

の平成２７年度の実績が１,７５０万程度あったんですが、そういう移管をされながら

も、その金額を今下回ってる状況でございますので、その分について、やはり減額され

てきたんではないかというふうに分析をさせていただいております。申し訳ございませ

んが、町全体ではさせていただいておりません。 

○委員長（河野龍二委員） 

浦川委員。 

○委員（浦川圭一委員） 

これは絶対効果が出てると思うんですよ。恐らく街路灯等については所管の建設部等

で負担をされたんだと思うんですけども、そういったところに掛かった費用全部かき集

めて、町全体でこれだけ掛かっていたものが、こういうふうになったんだというものを

是非試算を出されて、評価を受けられていいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

まずもってありがとうございます。私たちも、この電気料につきましてはやはり金額

が高うございますので、ＬＥＤ化した実績を、やはり何らかの形で公表する必要がある

というふうに地域安全課の方では考えております。しかしながら、今言われたように、

所管の方が行政の中でもいろいろまたがっておりまして、移管された分とこの５年間で

地域安全課所管になった防犯灯の数がかなりございまして、その辺の分で、地域安全課

の所管の分も逆に計算をした方がいいんじゃないかということを今検討しておりますの

で、そちらについては検証させていただきたいと思っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

カーブミラーの設置工事も地域安全課でよろしいんでしょうか。カーブミラーの設置

状況というか、年度ごとにどのくらい付けているのかというのをちょっと知りたいんで

すが。１基でどのくらいお金が掛かるのかというのが分からなければ、いいです。 

○委員長（河野龍二委員） 

畑中補佐。 



○課長補佐（畑中隆徳君） 

金額までは、今手元にないんですけども、２７年度からいきましたら、新設で６か所、

２８年度３か所、２９年度８か所、３０年で１２か所の新設を行っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

西田委員。 

○委員（西田健委員） 

ちょっと増えてきてるということなんですけども、カーブミラーというのは１回付け

ればそう壊れないと思うんですけども、やはり、そういう需要、要求があるんですか。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

需要につきましてでございますが、当然カーブミラーにつきましては自治会長会のと

きに、各自治会の方から要望等をお聞きするような機会を設けております。その関係で、

要望が上がってきた場所については、検収しながら、付けてよろしいかどうかっていう

のは、当然でございますが警察の方とも相談させていただきながら付けておりますので、

当然自治会から上がってくるケースがございますんで増えていく状況にございます。ま

た参考でございますが、３月３１日現在は１,１４４か所、カーブミラーを設置させて

いただいている状況でございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

同じページの報償費８節高齢者運転免許証自主返納奨励金に関してなんですけれども、

予算では３６０万、１２０人分に対して８５名だったということなんですけれども、こ

の３,０００円分のスマートカードが、実際に予想よりも利用者も少なかったっていう

こともありますし、今後金額を上げるとか、何かもう少し返納者を増やすための取組っ

ていうのが予定されてるのかと、あともう１つ、スマートカード自体が廃止になって、

２つのＩＣカードに分かれると思うんですけれども、今後のことを、今お答えいただけ

るのであれば、返納者に対してどういうふうにしていく予定か、分かればお願いします。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

まず、町といたしましては年間平均９０名の方を想定しております。しかしながら対

象者が多ございますので予算としては１２０名で、先程おっしゃったとおり１人３,０

００円という形で計算をさせて、財政的な措置をしていただいておるとこでございます。

地域安全課として、これで十分かと言われればそうは思っておりません。近隣との均衡



性も保ちながら３,０００円という形をさせていただいております。今後、金額等につ

いても県下の状況を見ながら考えていく必要があると考えております。またスマートカ

ードにつきましては、御存知のとおり９月をもって廃止されることとなります。そちら

につきましては新たなエヌタスＴカードというカードが発行される予定でございまして、

そちらに随時移管していこうという方針を今考えております。また、別途に良い制度が

ありましたら、そちらに変換することも考慮しながら、とにかく９月で終わるというこ

とで、そちらのカードに変更していく考えで、今準備を進めているところでございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

これからエヌタスＴカードにされるということですけれども、もう１つの長崎でも使

える nimoca ですかね、確か路面電車とかＪＲで使えると思うんですが、そちらじゃな

くてエヌタスＴカードにされた理由というのはあるんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

畑中補佐。 

○課長補佐（畑中隆徳君） 

お答えします。長与町在住の方の利用頻度を考えたときに、長崎バスの方が頻度が高

いものですから、あとエヌタスＴカードにつきましては長崎バスとタクシーの利用がで

きるっていうのがございますので、現在はエヌタスＴカードの方針で行っています。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。６３ページの９節旅費のところに一部地域安全課の負担

があるようですので、なければ、しばらく休憩をとりたいと思います。ありませんか。 

場内の時計で１５時４５分まで休憩いたします。 

（休憩 １５時３３分～１５時４５分） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。６３ページまで来てました。６４の１０

目地域振興費、６４、６５と６６、６７が全部、６８、６９も全項目ですね。これでい

けば７１の前段までですね。１８節の備品購入費までが地域安全課所管になってますの

で、質疑がある方はどのページでも構いません。質疑はありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

６９ページ一番上段の消防用設備等点検委託料で昨年度が２万８,０８０円。予算的

には３万３,０００だったのが何倍かになっておりますけど、これは点検をした結果、

何か委託が増えた、どういうふうな考え方で増えたのかをちょっと教えてください。 

○委員長（河野龍二委員） 

朝居係長。 



○係長（朝居健太郎君） 

消防用設備点検委託料ですが、こちらにつきましては、昨年ふれあいセンターの防火

扉の保守管理委託が必要になりまして、それで増加した次第でございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

６０、６１ページの交通安全対策費の１３節委託料で交通量調査委託料４０９万４,

０００円とありますけれども、これは交通安全対策等のために毎年行っているようなも

のなんでしょうか。それとも特別に昨年度掛かったものなのかをお願いします。 

○委員長（河野龍二委員） 

畑中補佐。 

○課長補佐（畑中隆徳君） 

本来であれば５年ごとにほぼ同じ箇所を調査するのがよろしいということなんですけ

ども、平成２２年度から８年過ぎた３０年度行ったという形になっております。 

○委員長（河野龍二委員） 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

そうしますと、次回はまた５年後とか、そういった見込みになるんでしょうか。 

○委員長（河野龍二委員） 

畑中補佐。 

○課長補佐（畑中隆徳君） 

交通量調査の趣旨としましては、交通安全対策とか道路計画、維持修繕等の基礎資料

となりますので、５年後にそういったものが必要となったときに、改めて５年後に調査

っていう形になるかと思われます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

内村委員。 

○委員（内村博法委員） 

６７ページで自治会長報償費ですかね、１,３００幾らの。これは途中で改定された

経緯があるんですかね、例えばアップしたとか、ずっとこれ据え置きなんですかね。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

改定の方はされておるようですが、ここ近年改定した経緯はございません。 

○委員長（河野龍二委員） 



質疑はありませんか。今７１ページですけども、そしたらページを進めます。１２８

ページ、ここは商工振興費の９節旅費の中に研修旅費と費用弁償が地域安全課が入って

おります。続いて１４４ページ、９款１項１目ですね、非常備消防費のところが全て地

域安全課の所管となっております。１４７、１４９ページの上段です。自主防災のとこ

ろまで地域安全課所管となっております。いずれでも結構です。質疑はありませんか。 

八木委員。 

○委員（八木亮三委員）    

１４８、１４９ページの９款１項４目１９節ですね。自主防災組織運営補助金という

のがありますけれども、現在町内の自主防災組織というものについて、どういった形で、

幾つあるのかとか、簡単に説明をお願いします。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

３０年度の状況で御回答させていただきますと、４４組織４６自治会が組織を設立さ

せていただいております。残り自治会でいけば４自治会ぐらいあろうかと思いますが、

令和元年度に１自治会が今、設立の準備をさせていただいてる状況でございますので、

今年度をもちまして４５組織が設立できるんじゃないかというふうに考えております。

そして残りの自治会が３自治会ほどになろうかと思いますが、現状では、その自治会自

体が岡岬であったりとか、丸田、三菱のアパートであったりとか、設立が基本的に無理

なのかなっていう地区になってきておりまして、今回日当野地区が設立させていただく

ようになりましたけども、それをもって長与町内は限界に来たのかなと。今現在も９６.

９％でございますので９８％近く組織率がなります。そうすると、どの市町村にも負け

ない、長崎県内ではですね。そういう組織率になってますので、あとは、そのほかの自

治会の部分が、周りの今設立してる自治会と合同にやっていただけないかなというふう

に考えてるとこでございます。現状としましてはそういう状況でございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

金子委員。 

○委員（金子恵委員） 

今の自主防のところでお聞きしますけれども、各団体に４万円ぐらいの補助金が行っ

てるかと思います。その使い道というのは予算書だったり、最終的に決算書ですけれど

も提出していただいて、それである程度補助金の完了というふうになってるかと思うん

ですけれども、これが実際に全体的に町のために役立っているかとなったら、補助を出

してる割にはもう全体的にその自治会の中でもそういう連携がきちんと取れてるかどう

かというところに視点を置いたらそうでもないのかなと思うんですね。となるともうこ

れだけ自治会４５組織がその自主防の組織としてでき上がったというふうになると、今



度はもう各組織に任せるんじゃなくて、全体できちんと避難訓練をやるとか、そういう

ふうに変えていった方が、まだ意味があるんじゃないかなと思うんですけど、その辺り

の考え方をちょっと、決算と関係ないんですけど、お聞きできればと思います。 

○委員長（河野龍二委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

今おっしゃったとおり、近年の災害等考えますと、町の方としましても全体的な避難

訓練等が必要かと思っております。御存知のとおり３０年度におきましては防災アトラ

クションという形で５０周年記念もございましたけども、自治会もしくは自主防災組織

の方から補助等をいただきまして、併せてそういう訓練等も開かせていただいてる状況

です。しかしながら長崎市、時津町、長与町、この１市２町につきましては、過去にも

そういう一緒に防災訓練をやろうという計画もありましたものですから、それに向けて、

今後とも協議する必要があると思います。前回につきましては災害が発生しましたもん

ですから、その災害で中止になっておりますので、そういうことで計画も過去あってお

りますので、当然していく必要があるかと思います。また、今おっしゃったとおり自主

防災組織独自では、３０年度におきましては３１組織が独自の防災訓練をやっていただ

いております。こういう形でほぼ３１の組織がやっていただいたことによって、それぞ

れの自治会、一部の地域は別としまして３１の自治会におきましては、そういう形で訓

練ができているということで、やはり今後とも、これについてはやっていただく必要は

当然、自助であり共助、公助の分も含めて、我々の方が先程言ったような全体計画考え

ないといけませんが、そちらの部分がやはり今全国的にも叫ばれております。もう共助

が重要性が一番あるということで今やっておりますので、その辺については、今後とも

ですね、各組織にはお願いしていきたいと思っております。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。歳入歳出でも構いません。質疑はありませんか。 

質疑をしたいので委員長を交代します。 

○委員（金子恵委員） 

質疑はありませんか。 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

私今回ちょっと決算で補助金のところで少し確認させていただきたいと思ってですね。

まずは６１ページ１９節の負担金、補助及び交付金で、これまでもずっとある補助金な

ので、改めて質問するのもちょっとおかしいかなと思うんですけども、成果というのを

どう捉えるかというところで、ちょっとお伺いしたいと思います。ここの補助金の中で、

交通安全対策推進団体補助金というのがあります。額的にはそう多くないんですけども、

これがどういった所に補助をされて、どういった活動をされているのか。あと長与町防



犯協会補助金。これについても組織そのものが、どういう組織構成でどういう活動をさ

れてるのかですね。補助金としての成果が表れているのか。次は６７ページですね、こ

こも各補助金があるんですけども、１つは自治会長研修補助金。定額でずっと補助がさ

れている状況です。これが、どういう活用をされているのか、研修補助金の中で毎年定

額の補助金がされているみたいなんですけども、どういう活動がされてらっしゃるのか。

全部使い切ってしまっているのかですね。あとコミュニティ助成事業補助金。これはコ

ミュニティと分かるんですけども、どういう活動がされているのか。今４つですね、あ

と最後先程触れられた自主防災についても、各運営補助金は先程分かりましたけども、

連絡協議会の補助金ですね。２０万ですけども、これがどういう活用されてらっしゃる

のか、そして、どういう成果が上がってると思われるのか。以上５つをちょっとお伺い

したいというふうに思います。 

○委員（金子恵委員） 

宮崎課長。 

○地域安全課長（宮崎伸之君） 

まずは交通安全対策推進団体補助金でございますけども、こちらは時津地区の交通安

全協会の長与支部の方に補助金を出しておりまして、また長与町のＰＴＡ連合の「交通

安全母の会」というところがございまして、そちらの方に補助金を出しております。Ｐ

ＴＡ連合の「交通安全母の会」につきましてはＰＴＡのお母様方が年にパレードを開い

て、幼稚園であったり保育所であったりを訪ねて交通安全を、時津警察署と一緒にもし

くは長崎県と一緒になって、そういう対策を行っております。交通安全週間におきまし

ては当然、皆様御存知のとおり、地区の学校の朝の見守り、横断歩道の所に立っていた

だいたりとか、そういうことの活動もやっていただいております。安全協会におきまし

ては、同じように、交通安全週間におきましてはそういう見回り、見守りいろいろ活動

をやっていただいている団体でございます。上部団体も当然ございますが、そういう形

で補助をさせていただいております。防犯協会の補助金でございますけども、防犯協会

におきましても、補助金をこちらの方から交付させていただきまして、こちらも防犯ブ

ザーとか防犯グッズというのがございますけども、そういうものを各学校の小学１年生

であったりとか、また防犯の啓発活動であったりとかですね、よく見かけてらっしゃる

と思うんですよ。ジャンパーに防犯というような文字を書いた黄色いジャンパーだった

と思いますが、そういう防犯のジャンパーを着た方が見守り活動をしていただいている

という状況でございまして、そういう活動していただいておりますので、防犯に関する

子供たちの見守り、そういうものについて御教示いただいてる部分というふうに認識し

ておりまして、当然成果の方は出ておると。長与町においての子どもたちの事故、事件

について、発生が少ないのはそういうことではないかというふうに考えております。続

きまして６７ページでございますが、地域振興補助金だったと思いますが、こちらは定

額の９０万円を各コミュニティ組織５団体に交付している分でございまして、この金額



につきましても各コミュニティごとの総会が開かれまして、地区連絡協議会ということ

で、各５地区の取りまとめをする協議会の事務局の方にうちの職員が入りまして総会を

開かせていただいている状況でございます。それと自治会長研修補助金でございますけ

ども、こちらにつきましても各自治会の連合会という形で我々で事務局持っておりまし

て、そちらに補助をいただきまして、各自治会長研修会も開かせていただきまして、各

類似団体の自治会の状況、もしくは今後の自治会のあり方などについて、いろいろな研

修会を開かせていただきまして、そちらに自治会長が参加いただきまして、研修をさせ

ていただいております。こういうことで各自治会に帰られても、参考になった研修の内

容につきましては、十分検討いただくように話をさせていただいて、効果があってるも

のというふうに考えております。２５０万のコミュニティ助成事業につきましては、３

０年度につきましては南地区の方に備品購入の形でパソコンとか放送器具を入れ替えさ

せていただいてる費用でございます。そういう形で、各コミュニティの方が負担できな

いようなものにつきまして、こういう形で対応させていただいてる状況でございます。

それと１４９ページでございますが連絡協議会の補助金２０万円でございますが、こち

らにつきましても自主防災組織の連絡協議会の事務局等、我々でさせていただいておる

んですが、自主防災組織も部長、もしくはそちらの団体から研修会に参加いただきまし

て、その研修費の補助をさせていただいております。そういう形で自主防災組織につい

ても、自治会長と同じように研修を重ね、それぞれの良いところ、もしくは防災センタ

ー等を訪問しまして、いろいろな活用方法、今後の自主防災組織に活かしていただくよ

うな、そういう形で使わせていただいている現状でございます。 

○委員（金子恵委員） 

委員長を交代します。 

○委員長（河野龍二委員） 

歳入歳出結構です。質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで地域安全課所管の審査を終了いたします。お疲れ様でし

た。しばらく休憩いたします。 

（暫時休憩） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。場内の時計で１６時２０分まで休憩します。 

（休憩 １６時０９分から１６時１６分） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。ただいま議案となってます議案第６９号の歳

入歳出決算の認定について、引き続き審査を行います。ただいまより健康保険部介護保

険課の所管について質疑を行います。まず本案について提案理由の説明を求めます。 

堀池課長。 

○介護保険課長（堀池英二君） 



よろしくお願いいたします。それでは介護保険課所管、平成３０年度長与町一般会計

歳入歳出決算につきまして、事項別明細書により御説明をいたします。まず歳入からで

すが、２４、２５ページをお開きください。１３款国庫支出金１項国庫負担金１目民生

費国庫負担金１節社会福祉費負担金の低所得者保険料軽減負担金２４０万４,８００円

でございます。これは介護保険事業で平成３０年度から令和２年度までの第７期介護保

険事業計画の保険料で、第１段階の基準額に対する負担率を０.５から０.４５へ保険料

を軽減する制度がございますが、軽減のために不足する保険料を補填するため、町が一

般会計から介護保険特別会計へ繰出金として繰り出す額を国が２分の１、県が４分の１、

町が４分の１の割合で負担するものでございます。参考までに軽減の対象者は１,５０

３人で、額は４８０万９,６００円になります。２８、２９ページの１４款県支出金１

項県負担金１目民生費県負担金１節社会福祉費負担金の低所得者保険料軽減負担金１２

０万２,４００円は県の負担分でございます。以上が歳入の部でございます。 

続きまして歳出になります。１００、１０１ページの３款民生費３項老人福祉費２目

介護保険費は介護保険課の所管となります。支出済額は４億３,５６６万７,６６６円で、

前年度比で１,３６０万５,９１７円、３.２％の増となっております。その要因は、主

なものとして、高齢者の増加に伴いサービスを利用する方が増加したことで介護給付費

が増加したことが考えられます。２節、３節、４節は介護保険課職員の給料手当関係で

ございます。７節賃金は育児休業等代替職員分の賃金になります。なお、４節共済費の

社会保険料には育児休業代替職員分も含みます。１９節負担金、補助及び交付金につき

ましては、県の介護保険低所得者特別対策事業に対し、社会福祉法人などの申請があり

ませんでしたので不用額となっております。２８節繰出金、長与町介護保険特別会計繰

出金３億７,０５０万３,８８２円は、去年度比で８３６万８,８４１円、２.３％の増と

なっております。国が示した基準内での繰り出しとして、介護保険給付費や地域支援事

業費の制度負担分、低所得者保険料軽減分、事務費繰出金に係る分となり、介護給付費

が増加したことが繰出金の増加の主な要因となっております。以上が平成３０年度一般

会計歳入歳出決算の介護保険課分でございます。 

○委員長（河野龍二委員） 

これから質疑を行います。歳入については２４、２５ページ、２８、２９ページのそ

れぞれ１項目となっております。歳出については１００、１０１ページの介護保険費の

ところになっております。歳入歳出、どちらでも構いません。質疑はありませんか。 

質疑をしたいので、委員長を交代します。 

○委員（金子恵委員） 

質疑はありませんか。 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

１９節負担金、補助及び交付金の８万円ですが、説明によると社会福祉法人等利用者



負担軽減対策費補助金ということで、社会福祉法人から申請が無かったというふうな説

明でありました。改めてこの制度と言いますか、これはどういうときにこの補助金が発

生するものなのか、そこをお伺いしたいと思います。 

○委員（金子恵委員） 

堀池課長。 

○介護保険課長（堀池英二君） 

県の補助金になるんですけれども、低所得で特に生計が困難である者について、介護

保険サービスの提供を行う社会福祉法人等が、その社会的な役割に鑑み利用者負担を減

免することにより、介護保険サービスの利用促進を図ることを目的とした補助金となっ

ております。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

そうすると介護をしている法人等の関係になると思うんですけども、本人が申し出て、

初めてそういう制度ができるものなのか、法人が一定この人はそういう状態だという形

で申し出ができるものなのか、そこまで分かれば教えていただきたいと思いますけども。 

○委員（金子恵委員） 

西村係長。 

○係長（西村淳君） 

この低所得者特別対策軽減事業でございますが、まず、対象者がいるかどうかという

のを各社会福祉法人の方に確認をいたしまして、もし利用者がいるようであれば、申請

を上げてもらうという流れになります。今のところは、先程御説明もありましたとおり、

昨年は対象者がゼロで、事業所、各個人からも申し出が無かったというでございます。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

了解しました。次に繰出金のところですけども、なかなか予測が厳しいと言いますか、

難しいところだと思うんですが不用額が４,６００万ほど出てます。この不用額の出た

要因、これだけ不用額を残した原因、そこが分かれば教えていただきたいと思います。 

○委員（金子恵委員） 

暫時休憩します。 

（暫時休憩） 

○委員（金子恵委員） 

休憩を閉じて、委員会に戻します。 

堀池課長。 

○介護保険課長（堀池英二君） 



予算額は第７期介護事業計画に基づいて作成されます。今回の不用額は予算額から介

護給付費を引いた額となっております。 

○委員（金子恵委員） 

河野委員。 

○委員長（河野龍二委員） 

そもそも介護給付費は介護保険特別会計の中で給付費を負担しますよね。ここの一般

会計の中にも介護給付費の費用の部分が入っていて、一般会計の中からも給付費の一部

を出すという形の金額が入っていて、それを引いた額というふうな形なのかな。ちょっ

と引いた額というのが分からなかったんで詳しく教えていただければと思いますけども。 

○委員（金子恵委員） 

浦川係長。 

○係長（浦川真君） 

この介護保険特別会計への繰出金につきましては、先程課長が言われたとおり、第７

期介護保険事業計画により事業費が決まっており、そのうちの町負担分が繰り出しで出

されるという形になっております。実際に７期計画で定めたものよりも実際の実績給付

が少なくなったということで、繰出金が少なくなっているという形になっております。

主な要因としては、健康寿命の延伸という形が要因になって、実際の給付が下がってい

るものだと思われます。 

○委員（金子恵委員） 

委員長を交代します。 

○委員長（河野龍二委員） 

ほかに質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。健康保険部介護保険課の審査を終了

いたします。お疲れさまでした。 

暫時休憩いたします。 

（暫時休憩） 

○委員長（河野龍二委員） 

休憩を閉じて委員会を再開いたします。本日の審査はこれで終了いたしました。 

明日も９時半から委員会を再開いたします。本日はこれで散会いたします。お疲れさ

までした。 

（散会 １６時３７分） 


